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現
在
、
わ
が
国
は
、
本
格
的
な
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
の
再
構
築
、 
未
曾
有 
の
被
害
を
も
た

み

ぞ

う

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

へ
の
参
加
交
渉
な
ど
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
再
構
築
な
ど
、

国
の
根
幹
に
関
わ
る
大
き
な
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
政
府
見

通
し
に
よ
る
と
、
平
成　

年
度
末
の
長
期

２４

債
務
残
高
は
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
て
、

　

兆
円
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

９４０は
国
民
一
人
当
た
り
約　

万
円
に
達
し

７３４

ま
す
。 

　

中
で
も
、
国
の
債
務
残
高
は
、
こ
こ
数

年
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
を
含
む
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
な
ど
、
政
治
・
経
済
、
社
会
生
活
等
の

様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
時
代
に
適
応
し

た
新
た
な
仕
組
み
に
つ
く
り
変
え
る
た
め

の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
経

済
社
会
や
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
、

今
後
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
地
域
経
済
が
低
迷

を
続
け
る
中
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社

会
へ
の
対
応
、
循
環
型
社
会
の
構
築
や
高

度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
社
会
構
造
の
変

化
に
伴
う
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
、
あ
る
い
は
、
地
域

主
権
の
流
れ
の
中
、
基
礎
自
治
体
の
役
割

が
高
ま
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
環
境
や

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
的
確

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
が
全

て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
改

め
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
と
の
適
切
な

役
割
分
担
の
議
論
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
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人にやさしい温かい街づく人にやさしい温かい街づくりり

平
成
　
年
度

２４

市
政
方

市
政
方
針針
とと

予
算
予
算

予算総額 　８９１億４,１００万円
　　　  一般会計　４８５億円

　　　  特別会計　２１１億８,０００万円

　　　  企業会計　１９４億６,１００万円

市政方市政方針針

担
う
べ
き
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
度
の
大
震
災
を
契
機
に
、
私
た
ち

は
、
人
と
人
と
の
信
頼
の
絆
、
支
え
合
い

の
大
切
さ
を
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
今
ほ
ど
、
安
全
や
安
心
が
切
実
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　

新
年
度
は
、
改
め
て
市
民
生
活
の
安
全

と
安
心
に
留
意
し
つ
つ
、
岩
見
沢
市
政
の

よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
し
、
市
政
を
取

り
巻
く
厳
し
い
現
状
に
果
敢
に
立
ち
向
か

い
、
岩
見
沢
の
持
つ
優
位
性
や
可
能
性
を

最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
の
魅
力
と
活
力

を
高
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
し
、
次
の
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
、
全
力
を
傾
注
し
て

い
き
ま
す
。

　
 
市
は
、
住
民
自
治
の
基
本
と
な
る「
市

民
が
主
役
の
行
政
」の
実
現
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
す
べ

く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
 
ま
た
、
住
民
自
治
の
本
来
あ
る
べ
き
姿

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る「
自
助
、
共
助
、
公

助
」の
考
え
方
の
も
と
、
市
民
や
地
域
が

主
体
的
に
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

り
、
と
も
に
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
姿
勢
を
堅
持
す
る
と
と

も
に
、
市
民
が
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
ま

ち
を
自
ら
の
手
で
築
く「
市
民
本
位
の
ま

ち
づ
く
り
」と
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
で

決
定
し
実
行
で
き
る「
自
主
自
立
の
ま
ち

づ
く
り
」を
市
政
執
行
に
当
た
っ
て
の
基

本
姿
勢
と
し
、
市
民
が
主
役
の
開
か
れ
た

市
政
の
実
現
と
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
大
き
く
展
開
し
ま
す
。 

 　

ま
た
、
新
岩
見
沢
市
総
合
計
画
の
も

と
、
都
市
像
の「
人
・
地
域
が
輝
く
緑
と
活

力
に
満
ち
た
文
化
都
市
」を
目
指
し
、
市

民
生
活
の
質
的
向
上
と
地
域
振
興
を
図
る

た
め
の
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、
将
来
を

見
据
え
た「
人
に
や
さ
し
い
温
か
い
街
づ

く
り
」の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
け
る
市
政
執
行
に
当
た

り
、
市
は
、
様
々
な
課
題
の
緊
急
性
や
重

要
性
、
地
域
活
力
の
強
化
や
持
続
可
能
性

な
ど
の
観
点
を
考
慮
し
、
次
の
課
題
を
重

点
的
に
取
り
組
む
分
野
と
し
て
位
置
付
け

ま
す
。

産
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政
のののののののののの
推推推推推推推推推推

環
境
行
政
の
推
進進進進進進進進進進進

　

新
年
度
を
岩
見
沢
市
の「
環
境
元
年
」と

位
置
づ
け
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
対

す
る
支
援
の
強
化
、
生
ご
み
堆
肥
化
へ
の

支
援
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
連
動
し
た

環
境
教
育
の
推
進
、
新
ご
み
処
分
場
の
建

設
、
ご
み
有
料
化
の
検
討
な
ど
、「
岩
見
沢

モ
デ
ル
」の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
環
境
行
政
を
推

進
し
ま
す
。

産
地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域
経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済
のののののののののの
活活活活活活活活活活
性性性性性性性性性性

経
済
の
活
性
化化化化化化化化化化化

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
、
市
民

生
活
を
支
え
る
地
域
産
業
の
振
興
・
育
成

と
雇
用
の
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
中
心

市
街
地
の 
賑 
わ
い
の
核
施
設
と
な
る
よ

に
ぎ

う
、
ポ
ル
タ
ビ
ル
を「
で
あ
え
ー
る
岩
見

沢
」と
し
て
再
生
を
進
め
、
中
心
市
街
地

の 
賑 
わ
い
の
創
出
と
活
性
化
に
取
り
組
む

に
ぎ

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
地
域
産
業
・
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

産
子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育
てててててててててて
・・・・・・・・・・

子
育
て
・
　
　
　
　
　
　
　

教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
等等等等等等等等等等
のののののののののの
整整整整整整整整整整

　
教
育
環
境
等
の
整
備備備備備備備備備備備

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
地
域
全
体
で
支
え
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
措
置

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性

の
創
造
や
教
育
施
設
等
の
重
点
的
・
計
画

的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

少
子
化
の
進
行
は
、
一
自
治
体
で
解
決

で
き
る
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
に
加
え
、
雇
用
対
策
や
生

活
基
盤
の
整
備
な
ど
、
総
合
的
な
視
点
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
に
努
め
ま
す
。

産
住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民
自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治
のののののののののの
展展展展展展展展展展

住
民
自
治
の
展
開開開開開開開開開開開

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
の
進
行
、
市

民
生
活
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
行
政
と
市
民
・
団
体
・
企
業
な
ど
各

主
体
の
協
働
の
も
と
、
地
域
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
促
進
す
る
住
民
自
治
を
積
極

的
に
展
開
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地

域
活
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
 
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル
と

な
る
住
民
自
治
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

纂　
　
　
　
　

纂

　

新
年
度
の
主
要
施
策
は
、「
新
岩
見
沢
市

総
合
計
画
」の
実
現
を
目
指
し
、
基
本
構

想
に
掲
げ
る「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
」

に
沿
っ
て
、
次
の
４
つ
の
柱
に
よ
り
推
進

し
ま
す
。 
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酸
 安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

酸
 人
に
や
さ
し
い
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

酸
 豊
か
な
心
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

酸
 活
力
あ
る
産
業
・
経
済
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
・
地
域
が
主
役

市
民
・
地
域
が
主
役
のの

ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
りり

重
点
的
に
取
り
組
む
分

重
点
的
に
取
り
組
む
分
野野



　
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
、
環
境
関
連
施
策
の
充
実
と
新
た
な
施

策
の
調
査
・
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
ご
み
処
分
場
の
建
設
に
向
け
て
実

施
設
計
・
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
防
災
対
策
は
、
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

を
基
本
と
し
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
自
主

防
災
組
織
の
育
成
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
冬
期
間
の
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
の

確
保
を
目
指
し
、
迅
速
か
つ
機
動
的
な
除

排
雪
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

　
道
路
や
側
溝
、
上
下
水
道
施
設
な
ど
の

計
画
的
な
整
備
と
維
持
管
理
を
行
う
な

ど
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
児
童
見
守
り
や
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
な

ど
、
市
民
や
企
業
が
情
報
通
信
技
術
の
恩

恵
を
実
感
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

▽
ご
み
処
理
対
策
事
業【

８
億
７
３
万
円
】

　
　

最
終
処
分
場
の
適
正
な
維
持
管
理
と

残
容
量
確
保
に
向
け
た
対
策
の
継
続
お

よ
び
資
源
物
の
分
別
収
集
を
推
進
す
る
。

▽
新
ご
み
処
分
場
建
設
事
業

【　

億
円
】

１６

　
　

新
た
な
ご
み
処
分
場
の
実
施
設
計
を

行
い
、
建
設
工
事
に
着
手
す
る
。

▽
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

【
１
億
５
千
３
８
３
万
円
】

　
　

ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、
再
生

利
用
の
促
進
に
向
け
、
井
戸
端
会
議
の

開
催
や
市
民
会
議
と
連
携
し
た
啓
発
を

推
進
し
、
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

▽
墓
地
霊
園
管
理
造
成
事
業　
　

【
１
億
２
千
８
４
万
円
】

　
　

墓
地
霊
園
の
適
正
な
管
理
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
緑
が
丘
霊
園
拡
張
の

基
本
設
計
、
実
施
設
計
な
ど
を
行
う
。

▼
市
民
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業　
　
　
　
　
【
２
千
８
０
２
万
円
】

　
　

市
民
自
ら
が
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
活
動

を
支
援
し
、
地
域
に
お
け
る
住
民
自
治
の

進
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政

と
の
協
働
を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

市
民
の
参
画
を
促
す
た
め
の
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
ル
ー
ル
と
な
る
住
民
自
治
条

例
策
定
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

▼
災
害
応
急
対
策
事
業　
　
　
【
１
億
円
】

　
　

豪
雪
を
は
じ
め
、
各
災
害
時
に
お
け

る
迅
速
な
応
急
対
策
を
図
る
。

▼
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
【　

億
１
千
９
０
０
万
円
】

２１

　
　

道
路
、
橋
り
ょ
う
等
の
整
備
を
行
う
。

▼
除
排
雪
事
業【

７
億
９
千
１
１
８
万
円
】

　
　

市
民
の
安
全
と
安
心
を
高
め
る
た
め
、

冬
期
間
の
き
め
細
か
な
除
排
雪
を
行
う
。

▽
公
園
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
【
３
億
４
千
６
１
６
万
円
】

　
　

公
園
、
緑
地
を
計
画
的
に
整
備
す
る

と
と
も
に
、
既
設
公
園
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築

更
新
等
の
再
整
備
を
進
め
る
。

▽
い
わ
み
ざ
わ
公
園
バ
ラ
園
再
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
【
２
億
３
千
６
４
１
万
円
】

　
　

バ
ラ
株
の
補
充
、
園
路
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
関
連
施
設
の
改
修
な
ど
に
取

り
組
む
。

▽
水
道
事
業　
【
８
億
８
千
４
６
１
万
円
】

　
　

送
水
管
、
配
水
管
等
の
整
備
の
ほ

か
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
対
応
し
た
水
道

料
金
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行
な
う
。

▼
下
水
道
事
業【　

億
２
千
８
５
０
万
円
】

１１

　
　

汚
水
管
、
雨
水
管
等
の
整
備
を
行
う
。

▽
あ
ん
し
ん
住
ま
い
づ
く
り
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
【
１
億
３
千
５
６
０
万
円
】

　
　

住
宅
設
備
な
ど
の
小
規
模
改
修
や
住

宅
耐
震
化
の
助
成
に
よ
り
、
住
ま
い
の

安
全
性
確
保
と
、
市
内
事
業
者
の
受
注

機
会
の
拡
大
を
推
進
す
る
。

▽
地
域
情
報
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
【
８
千
９
７
９
万
円
】

　
　

教
育
、
福
祉
、
医
療
な
ど
の
分
野
に

加
え
、
児
童
見
守
り
や
高
齢
者
サ
ポ
ー

ト
、
地
域
防
災
な
ど
情
報
通
信
基
盤
を

活
用
し
た
安
全
・
安
心
で
住
み
良
い
地

域
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図
る
。
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安安
全全
・・
安安
心心
でで

快快
適適
にに
暮暮
らら
せせ
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり

▽印は

新規・拡充事業

煙煙
環
境
の
保
全
と
衛
生
対

環
境
の
保
全
と
衛
生
対
策策

煙煙
安
心
・
安
全
な
体
制
の
確

安
心
・
安
全
な
体
制
の
確
立立

煙煙
快
適
な
市
民
生
活
の
基
盤
整

快
適
な
市
民
生
活
の
基
盤
整
備備

安
全
・
安
心

安
全
・
安
心
でで

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
りり

市内幹線道路の排雪の様子

　
安
心
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、市
立
総
合
病
院
の
医
療
機
器
の
計
画
的

整
備
な
ど
、医
療
の
質
の
向
上
を
図
り
ま

す
。ま
た
、北
村
支
所
内
に
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
な
ど
健
康
・
医
療
な
ど
に
関
す

る
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動

や
相
談
体
制
の
充
実
・
支
援
に
努
め
る
と
と

も
に
、
乳
幼
児
等
医
療
助
成
や
保
育
料
等

無
料
化
の
対
象
拡
大
な
ど
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
障
が
い
者
な
ど
の
就

業
と
所
得
向
上
に
向
け
て
、
在
宅
就
労
環

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
自
主
的
な
社
会
活
動
へ
の
参

加
や
就
業
機
会
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
低
所
得
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
軽
減
な
ど
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
医
療
機
械
器
具
等
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
【
２
億
１
千
３
３
４
万
円
】

　
　

市
立
総
合
病
院
に
、
内
視
鏡
シ
ス
テ

ム
ほ
か　

品
目
の
医
療
機
器
の
整
備
を

３９

行
う
。

▼
成
人
検
診
推
進
事
業　

【
６
千
８
０
４
万
円
】

　
　

市
民
の
健
康
維
持
増
進
や
疾
病
予
防

な
ど
の
た
め
、
健
康
診
査
と
各
種
が
ん

検
診
を
行
う
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
の
各
種
検
診
の
負
担
金
無

料
化
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

▼
疾
病
予
防
推
進
事
業　

【
１
億
３
千
４
９
７
万
円
】

　
　

疾
病
・
感
染
症
の
発
症
や
ま
ん
延
を

予
防
し
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
定
期
予
防
接
種
と
子
宮
頸

が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
。

▽
北
村
地
区
健
康
・
医
療
サ
ポ
ー
ト
事
業

【
４
４
４
万
円
】

　
　

北
村
地
区
で
、
地
域
住
民
の
安
心
し

た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
電
話
に
よ
る
健
康
・

医
療
等
相
談
や
往
診
予
約
の
実
施
と
北

村
支
所
内
に
健
康
・
医
療
な
ど
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
。

▼
地
域
支
援
事
業　
【
１
億
７
７
３
万
円
】

　
　

介
護
予
防
、
保
健
医
療
、
福
祉
の
向

上
を
促
進
し
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し

た
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行

う
。

▽
乳
幼
児
等
医
療
助
成
事
業　

【
１
億
９
千
１
３
５
万
円
】

　
　

乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
助
成
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
通
院
医
療
費
助
成
対

象
を
小
学
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
。

▽
保
育
所
入
所
運
営
事
業　

【　

億
４
千
４
９
０
万
円
】

１０

　
　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
、
第
３
子
目
以
降
の
園
児
に
か

か
る
保
育
料
無
料
化
の
対
象
を
拡
大
す

る
。

▼
次
世
代
育
成
支
援
事
業　

【
２
千
５
１
６
万
円
】

　
　

い
わ
み
ざ
わ
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
基
づ
く
各
種
子
育
て
支
援
事
業

の
実
施
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
常

設
型
親
子
ひ
ろ
ば「
ひ
な
た
っ
子
」を
で

あ
え
ー
る
岩
見
沢
に
移
転
・
集
約
し
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

環
境
や
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
行
う
。

▼
障
害
者
自
立
推
進
事
業　

【
１
億
２
千
３
１
２
万
円
】

　
　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
市
民

が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
相
談
支
援
体
制
の
推
進
な

ど
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
を
促
進

す
る
。

▼
母
子
保
健
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

【
６
千
２
６
８
万
円
】

　
　

少
子
化
、
核
家
族
化
な
ど
の
進
行
に

伴
う
育
児
不
安
を
軽
減
し
、
母
子
の
心

身
の
健
全
な
育
成
と
安
心
・
安
全
な
出

産
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
疾
病
の
予

防
お
よ
び
早
期
発
見
に
努
め
る
。

▽
母
子
福
祉
事
業　
【
１
億
６
９
０
万
円
】

　
　

母
子
家
庭
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
、
教
育
訓
練
等
経
費
の
助
成
や
ひ
と

り
親
や
障
が
い
者
等
の
就
業
と
所
得
向

上
の
た
め
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就

業
支
援
事
業
の
実
施
、
ひ
と
り
親
家
庭

児
童
修
学
援
助
金
の
拡
大
な
ど
を
行

う
。

▽
児
童
厚
生
施
設
改
修
事
業　

【
４
千
３
０
０
万
円
】

　
　

児
童
館
の
地
震
に
対
す
る
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
幌
向
児
童
館
の
耐
震
改

修
工
事
を
行
う
。

5 平成24年4月 　　　　　　　

煙煙
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
りり

煙煙
地
域
福
祉
の
推

地
域
福
祉
の
推
進進

煙煙
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
りり

人人
にに
やや
ささ
しし
いい

健健
康康
・・
福福
祉祉
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり

人
に
や
さ
し

人
に
や
さ
し
いい

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
りり



　
教
育
施
設
の
重
点
的
・
計
画
的
な
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
連
携
・
協
力
し
、
子
ど

も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
計
画
的
な
改
築
や
大
規
模

改
造
、
耐
震
改
修
を
進
め
る
ほ
か
、
安
全
安

心
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

学
校
給
食
共
同
調
理
所
の
衛
生
管
理
の
徹

底
、
調
理
機
器
の
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
施
設
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
世
代
間
の
交
流
と
生
涯
学

習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
」の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
の
持
つ
豊

富
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、人
材
な
ど
を
活

用
し
、
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
を
は
じ
め
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
市
民
の

健
康
づ
く
り
な
ど
、広
範
な
地
域
連
携
を

進
め
ま
す
。

▼
夢
ふ
く
ら
む
学
び
の
活
動
支
援
事
業

【
１
千
１
５
０
万
円
】

　
　

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
び
考
え
る
力

や
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
成

す
る
た
め
、
各
学
校
が
創
意
工
夫
の
も

と
で
取
り
組
む
活
動
を
支
援
す
る
。

▼
地
域
と
協
働
す
る
学
校
づ
く
り
支
援
事
業

【
３
０
０
万
円
】

　
　

地
域
全
体
で
学
校
を
支
え
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
育
む
た
め
、
学
校
と
家

庭
や
地
域
が
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
む
活
動
を
支
援
す
る
。

▽
小
学
校
校
舎
等
改
築
事
業

【
１
億
８
千
８
２
１
万
円
】

　
　

校
舎
等
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
志
文
小
学
校
校
舎
・

屋
内
体
育
館
の
耐
震
診
断
調
査
と
実
施

設
計
を
行
う
ほ
か
、
老
朽
化
の
著
し
い

岩
見
沢
小
学
校
と
第
一
小
学
校
の
校
舎

と
屋
内
体
育
館
の
改
築
工
事
を
行
い
、

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
。

▼
教
育
指
導
振
興
事
業　
【
７
４
８
万
円
】

　
　

新
し
い
時
代
を
拓
く
児
童
生
徒
の
生

き
て
働
く
学
力
の
確
実
な
定
着
と
心
豊

か
で
健
全
な
成
長
を
促
す
教
育
指
導
の

充
実
を
図
り
、
子
ど
も
が
輝
く
岩
見
沢

の
教
育
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

▽
学
校
給
食
共
同
調
理
所
運
営
事
業

【
６
億
５
３
万
円
】

　
　

安
心
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
調
理
機
器
の
整
備
を
行
な

う
と
と
も
に
、
衛
生
管
理
や
調
理
な
ど

に
関
し
て
高
い
専
門
性
や
実
務
能
力
を

有
す
る
民
間
事
業
者
に
調
理
な
ど
の
業

務
を
委
託
し
、
衛
生
管
理
体
制
や
調
理

な
ど
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る
。

▽
学
校
給
食
共
同
調
理
所
車
両
運
行
管
理

事
業　
　
　
【
１
億
１
千
８
８
０
万
円
】

　
　

適
温
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き

る
よ
う
給
食
配
送
車
の
増
車
を
行
い
、

学
校
へ
の
配
送
の
効
率
化
を
図
る
。

▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

【　

億
４
千
６
５
２
万
円
】

３１

　
　

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
中

心
市
街
地
活
性
化
区
域
内
に
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
を
P
F
I（
民
間
資
金
等
活

用
）方
式
で
整
備
し
、
取
得
す
る
。

▽
図
書
館
活
動
運
営
事
業

【
７
千
５
９
８
万
円
】

　
　

地
域
の
知
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
図

書
や
視
聴
覚
資
料
な
ど
の
収
集
、
整

理
、
保
存
な
ど
を
行
い
、
市
民
に
提
供

す
る
。
ま
た
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更

新
を
行
う
な
ど
、
市
民
が
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
を
行
な
う
。

▽
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

【
２
千
７
４
４
万
円
】

　
　

心
身
に
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
お
よ

び
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け

た
、
適
切
な
就
学
指
導
お
よ
び
必
要
な

支
援
を
行
う
。

▼
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業

【
４
千
２
０
９
万
円
】

　
　
「
英
語
を
使
え
る
児
童
生
徒
」の
育
成

を
目
指
し
、
語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外

国
青
年
招
致
事
業（
J
E
T
プ
ロ
グ
ラ

ム
）に
よ
り
、
外
国
語
教
育
お
よ
び
国

際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
る
。
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煙煙
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
学
校
教

確
か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
学
校
教
育育

煙煙
校
舎
等
の
安
全
性
の
確
保
と
教
育
環
境
の
充

校
舎
等
の
安
全
性
の
確
保
と
教
育
環
境
の
充
実実

煙煙
安
全
安
心
で
お
い
し
い
学
校
給
食
の
提

安
全
安
心
で
お
い
し
い
学
校
給
食
の
提
供供

豊豊
かか
なな
心心
をを
育育
むむ

教教
育育
・・
文文
化化
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり

豊
か
な
心
を
育

豊
か
な
心
を
育
むむ

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
りり

子どもたちに語学指導を行うほか、国際ミニ
フェスティバルなどを通して異文化への関心
を深める活動も行っています

　
基
幹
産
業
の
農
業
は
、「
岩
見
沢
市
農
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
活
力
と
魅

力
あ
る
農
業
・
農
村
の
実
現
を
目
指
す
と

と
も
に
、
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
農
業

基
盤
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
地
元
中
小
企
業
の
事
業
資
金
の
円
滑
化

や
人
材
育
成
を
図
る
ほ
か
、
立
地
環
境
や
高

度
情
報
通
信
基
盤
を
い
か
し
、
成
長
性
の
高

い
企
業
の
立
地
・
集
積
や
新
た
な
産
業
の
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
広
域
的
な
地
域
雇
用
対
策
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
の
独
自
施
策
と
し
て
就
職
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
幅
広

い
層
の
雇
用
促
進
と
就
業
機
会
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

　
で
あ
え
ー
る
岩
見
沢
に
商
業
施
設
の
ほ

か
、
子
育
て
関
連
施
設
や
教
育
委
員
会
事
務

局
な
ど
を
移
転
し
、
市
民
交
流
施
設
と
し
て

再
生
を
進
め
る
と
と
も
に
、
官
民
協
働
に
よ

る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

▽
担
い
手
・
農
業
法
人
等
育
成
支
援
事
業

【
４
千
１
７
９
万
円
】

　
　

農
業
後
継
者
の
育
成
確
保
を
図
る
た

め
、
新
規
参
入
者
、
新
規
学
卒
者
、
U

タ
ー
ン
者
な
ど
に
対
し
て
、
就
農
支
援
を

行
う
ほ
か
、
新
た
に
無
材
暗 
渠 
整
備
に
よ

き
ょ

る
排
水
対
策
や
農
業
用
水
確
保
対
策
な

ど
農
業
活
性
化
へ
の
支
援
を
推
進
す
る
。

▽
地
産
地
消
等
所
得
向
上
対
策
事
業

【
１
千
８
６
４
万
円
】

　
　

地
産
地
消
や
、
道
内
、
首
都
圏
へ
の

販
路
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
支
援
を

進
め
、
地
場
農
産
物
の
積
極
的
な
消
費

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
海

外
輸
出
に
向
け
た
調
査
等
に
取
り
組
む

な
ど
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
る
。

▼
食
料
供
給
基
盤
強
化
特
別
対
策
事
業　

【
９
千
３
３
９
万
円
】

　
　

農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、

農
業
者
が
必
要
な
生
産
基
盤
の
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
農
家
負

担
の
軽
減
を
図
る
。

▼
商
工
金
融
円
滑
化
事
業

【
７
億
４
千
８
０
５
万
円
】

　
　

開
業
、
事
業
の
拡
大
、
新
分
野
へ
の

進
出
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
を

目
的
と
し
た
融
資
や
利
子
補
給
、
保
証

料
補
給
を
行
い
、
中
小
企
業
の
円
滑
な

資
金
調
達
を
図
り
、
中
小
企
業
の
事
業

振
興
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
安
定
を
促

進
す
る
。

▽
雇
用
促
進
事
業　
【
９
千
５
６
６
万
円
】

　
　

地
域
に
お
け
る
雇
用
対
策
の
実
施
や
、

様
々
な
雇
用
施
策
等
の
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
国
の
雇
用
交
付
金
事
業

な
ど
若
年
層
か
ら
中
高
年
齢
層
ま
で
幅

広
い
層
の
雇
用
促
進
と
就
業
機
会
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

▼
新
産
業
創
出
促
進
事
業

【
２
億
８
１
４
万
円
】

　
　

情
報
通
信
関
連
企
業
、
先
端
技
術
を

用
い
た
製
造
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な

ど
、
成
長
性
の
高
い
企
業
の
立
地
・
集

積
を
促
進
し
、
新
た
な
産
業
の
創
出
と

雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
。

▽
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
事
業

【
１
億
２
千
７
８
９
万
円
】

　
　

中
心
市
街
地
の
核
と
な
る
商
業
業
務

集
積
地
区
の
活
性
化
を
官
民
協
働
で
進

め
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
が
最
終

２４

年
度
と
な
る
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
次
期
計
画
作
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
、
引
き
続
き
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

▽
ポ
ル
タ
ビ
ル
再
生
事
業

【
８
千
６
２
９
万
円
】

　
　

で
あ
え
ー
る
岩
見
沢
を
中
心
市
街
地

の 
賑 
わ
い
の
核
施
設
と
な
る
よ
う
市
民

に
ぎ

交
流
施
設
と
し
て
再
生
を
進
め
る
。

▽
観
光
振
興
事
業　
【
３
千
７
６
１
万
円
】

　
　

岩
見
沢
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
、
岩
見
沢
の
特
色
あ
る
観
光
資
源

を
い
か
し
た
新
し
い
観
光
を
推
進
す
る
。

纂　
　
　
　
　

纂

　
平
成
　
年
度
の
予
算
は
、
引
き
続
き
事

２４

業
目
的
別
予
算
編
成
の
手
法
に
よ
り
、「
選

択
と
集
中
」の
視
点
に
立
ち
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
再
構
築
を
行
い
、
効
果
的
な

施
策
の
推
進
と
予
算
の
集
中
的
な
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
６
億
円
の
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、「
人
に
や
さ
し
い
温
か
い

街
づ
く
り
」の
着
実
な
前
進
や
持
続
可
能

な
自
立
し
た
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
留
意

す
る
と
と
も
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
分

野
と
し
て
位
置
づ
け
た
施
策
を
は
じ
め
、

土
木
・
建
設
事
業
に
類
す
る
事
業
費
と
し

て
、　

億
円
台
を
確
保
し
た
ほ
か
、
除
排

９０

雪
対
策
な
ど
地
域
の
安
全
と
市
民
生
活
の

安
心
を
高
め
る
施
策
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
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煙煙
農
林
業
の
振

農
林
業
の
振
興興

煙煙
商
工
業
・
観
光
の
振

商
工
業
・
観
光
の
振
興興

煙煙
新
産
業
の
創
出
と
雇
用
の
確

新
産
業
の
創
出
と
雇
用
の
確
保保

活活
力力
ああ
るる

産産
業業
・・
経経
済済
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり

活
力
あ

活
力
あ
るる

産
業
・
経
済
の
ま
ち
づ
く

産
業
・
経
済
の
ま
ち
づ
く
りり



地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

　

災
害
が
発
生
し
避
難
す
る
際
に
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
の
高
齢
者
を
は
じ
め
、
目
や
肢
体
が
不
自
由
な
方
な

ど
、
要
援
護
者
の
方
々
は
ど
う
し
て
も
自
力
で
の
避
難

が
困
難
で
、
適
正
な
避
難
行
動
が
取
れ
な
い
状
況
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
々
の
支
援
活
動
を
市
や
消
防
、
警
察

な
ど
だ
け
で
速
や
か
に
行
う
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

発
生
す
る
災
害
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、

煙
電
話
が
不
通
に
な
っ
て
し
ま
い
救
援
の
要
請
が
で
き

な
い

煙
道
路
の
被
害
に
よ
る
交
通
マ
ヒ
で
現
場
に
行
け
な
い

煙
救
助
に
必
要
な
機
材
が
不
足
し
て
し
ま
う

煙
公
的
機
関
の
関
係
者
も
被
災
し
て
い
る

と
い
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
支
援
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
避
難
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
方
々
が
災
害
に
巻
き

込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
隣
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
支
援

が
必
要
な
方
々
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

災
害
の
発
生
時
に
は
、
支
援
者
と
な
る
地
域
の
皆
さ

ん
も
被
災
者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
範

囲
で
の
支
援
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、
自

身
と
家
族
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
・
・
・

煙
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か
け

煙
要
援
護
者
に
応
じ
た
避
難
方
法
の
確
認

煙
不
在
時
の
災
害
発
生
に
備
え
て
、
支
援
者
同
士
で
情

報
を
共
有

災
害
時
に
は
・
・
・

煙
安
否
確
認

煙
要
援
護
者
に
わ
か
る
よ
う
に
、
災
害
に
つ
い
て
の
情

報
を
伝
え
る

煙
避
難
場
所
へ
の
付
き
添
い
や
介
助

町
会
の
皆
さ
ん
へ

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
り
、
少
し
で

も
災
害
時
の
被
害
者
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
お
互
い
に
助
け
合
う
地

域
づ
く
り
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
制
度
の
詳
細
を
知
り
た
い
、
支
援
活
動
の
検

討
を
し
て
い
る
町
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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災災
害害
時時
要要
援援
護護
者者
避避
難難
支支
援援
制制
度度

災
害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
人
を
地
域
で
支
え
る

岩見沢市役岩見沢市役所所

避難地域の特避難地域の特定定

災害発災害発生生

　
市
は
、
風
水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害
の
発
生
時
に
、
一
人

で
避
難
で
き
な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者（
以
下「
要
援
護

者
」
）
が
、
安
全
に
避
難
を
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
会（
自
治
会
）
等
の
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
、
家
族
な
ど
の
支
援
が
受
け

ら
れ
な
い
、
ま
た
は
、
家
族
の
支
援
だ
け
で
は
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
在
宅
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
適
切
か

つ
速
や
か
な
避
難
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

避難勧告などの発令・周令・周知知

諮ＦＭはまなす（７６.１MHz６.１MHz））
諮ＩＨＫ（街頭放送送））

ななどど

　避難支援制度による
　　 対応イメージ

問
合
先
　
市
住
民
自
治
・
安
全
安
心
推
進
室
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災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
方
は
登
録

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
方
は
登
録
をを

【
対
象
と
な
る
方
】

酸
災
害
時
の
避
難
で
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
、
家
族
の
支
援
だ

け
で
は
避
難
で
き
な
い
在
宅
の
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

　

・　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

７５

　

・
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
３
以
上

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

　

・
療
育
手
帳
A

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　

・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
す
る
障
害
程
度
区
分
１
以
上

　

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
世
帯

　

・
そ
の
他
、
市
が
避
難
支
援
が
必
要
と
判
断
す
る
方

【
登
録
方
法
】

酸
４
月　

日
我
か
ら
、
随
時
受
付
。
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

２５

ま
た
は
郵
送
。
代
理
人
に
よ
る
申
請
も
可

登
録
申
請
書
の
入
手
先
と
提
出
先

　

市
福
祉
課
、
北
村
・
栗
沢
両
支
所
の
総
務
課
、
各
出
張
所

　

郵
送
の
場
合
は
、
参
０
６
８
献
８
６
８
６　

岩
見
沢
市
鳩
が
丘
１
丁
目
１

番
１
号　

岩
見
沢
市
役
所
福
祉
課
福
祉
係

※
申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

提
供
す
る
個
人
情
報

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
支
援
を
必
要
と
す
る
種
別
、

そ
の
他
必
要
事
項

※
登
録
す
る
と
、
市
の
関
係
部
局
や
町
会
な
ど
に
個
人
情
報
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
避
難
支
援
以
外
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　この制度による避難支援は、任意の協力により行われるものであり、支援者の不在や災害発生時に
は支援者の多くも被災している可能性があり、支援できない場合も考えられます。登録することで
支援が必ず保証されるものではないことをご理解願います。また、支援する方が、法的な責任や義務
を負うものではありません。

速やかに安全な避速やかに安全な避難難

町町会会（自治会（自治会））
支援支援者者

避難支避難支援援

を開を開始始

支援者支援者とと
避難開避難開始始

　避難勧告などの発令・周避難勧告などの発令 知
諮諮防災FA防災FAXX
諮諮広報広報車車
諮諮メールサービメールサービスス
諮諮防災行政無防災行政無線線
諮諮ＦＭはまなＦＭはまなすす（７６.１MHz（７６ ）
諮諮ＩＨＩＨＫＫ（街頭放送（街頭放送）

な　　　　　　　　　 ど

要援護要援護者者



　

市
教
育
委
員
会（
一
部
の
部
署
を
除
く
）が
、
４
月

１
日
蚊
に
、
で
あ
え
ー
る
岩
見
沢（
４
西
３
）へ
移
転

す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
庁
内
の
一
部
の
部
署
の
配
置

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
を
目
指

し
て
、
市
役
所
の
組
織
を
再
編
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 
殺
部
署
の
配
置
換
え

環
境
部
の
移
動（
下
図
参
照
）

　

市
教
育
委
員
会
の
移
転
に
伴
い
、
１
階
の
環
境
部

を
２
階
に
移
動
し
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
の
移
転（　
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）

１１

　

連
携
強
化
や
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
市
役
所
本
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環境部等の移動

の
お
知
ら
せ

環境部
記
者
室

企画室庶務課農務課
農業基盤
整 備 課

商　工
労政課

観　光
物産課

住民自治・安全
安 心 推 進 室

トイレ

新たに配置換えになった部署

水道庁舎水道庁舎へへ

部
署
の
配
置
換

署
の
配
置
換
え

市
役
所
組
織
の
再

市
役
所
組
織
の
再
編

部部
署
の
配
置
換

署
の
配
置
換
ええ

市
役
所
組
織
の
再

市
役
所
組
織
の
再
編編

（市役所本庁舎２階平面図）

１階正面玄関

２階へ

庁
舎
に
あ
る
市
教
育
委
員
会
の
各
部
局
と
栗
沢
支
所

内
に
あ
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
で
あ
え
ー
る
岩

見
沢（
４
西
３
）の
３
階
に
移
転
・
集
約
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
常
設
型
親
子
ひ

ろ
ば「
ひ
な
た
っ
子
」も
同
時
に
移
転
し
、
相
互
連
携

に
よ
る
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
課
保
育
係
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
場

所（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）で
執
務
を
続
け
ま
す
。

殺
組
織
の
再
編

課
の
統
合

　

効
率
的
な
組
織
体
制
に
よ
り
事
業
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
農
業
資
源
保
全
課
を
農
業
基
盤
整
備
課
に
、

都
市
整
備
課
を
都
市
計
画
課
に
、
社
会
教
育
施
設
課

を
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
ま

す
。

課
の
名
称
変
更

　

各
建
設
事
業
が
準
備
の
段
階
か
ら
具
体
的
に
建
設

も
し
く
は
計
画
の
初
期
に
は
い
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

準
備
室
で
あ
っ
た
、
新
処
分
場
建
設
準
備
室
と
遊
水

地
建
設
準
備
室
を
そ
れ
ぞ
れ
新
処
分
場
建
設
室
と
遊

水
地
建
設
室
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

平成24年4月11

問
合
先　

市
職
員
課
職
員
係

　
　
　
　

市
教
委
学
校
教
育
課
総
務
係

移転後の各課・係電話番号（ダイヤルイン）

３５局５１３３子育て支援係子ども課③３５局５１２１総務係（代表）

学校教育課①
２２局３３３７子育て支援センター３５局５１２３情報企画係

２４局０５８０常設型親子ひろば「ひなたっ子」３５局５１２４学校教育施設係

３５局５１２９文化振興係
文化・スポー

ツ振興課⑤

３５局５１２５学校教育係

３５局５１３０スポーツ振興係３５局５１２７指導室②

３５局５１３１社会教育施設係３５局５１０８幼児ことばの教室

２５局４６４９地域包括支援センター３５局５１３５岩見沢育英会④

市教育委員会等
の移転

① ② ③ ⑤

常設型親子ひろば

「ひなたっ子」

子育て支援

センター

地域包括支援

センター

幼児ことば

の教室

４条通り

栄
通
り

エレベーター

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

多目的ホール

室内公園

④

※課名の後の数字は、上図の場所を示す。

【所在地】

萎０６８-００２４
岩見沢市４条西３丁目１番地
であえーる岩見沢３階

※下表参照。

（であえーる岩見沢３階）



問合先　市秘書課秘書係

　移動市長室は、市民の皆さんと市長がひざを交えて語り合う場

です。町内会やサークル、老人クラブなど、少人数の集まりにも

市長が伺い、希望するテーマで意見交換をしますので、お気軽に

お問い合わせください。

と話してみませんと話してみませんかか市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長岩見沢のまちづく岩見沢のまちづくりり

市長が皆
さんの話

を聴きに

皆さんの
もとへ飛

び込みま
す！

12平成2４年4月

移動市長室では、個

人的なお話や宗教に

関するお話はご遠慮

ください。

対　象　岩見沢市に住民登録がある方で、　
　　　　①生後３か月から９０か月未満の乳幼児で、２回接種を完了していないお子さん
　　　　②生後９０か月以上で２回接種していない方
　　　　③昭和５０年～５２年生まれの希望者
費　用　①は無料、②・③は任意接種のため１,０００円
※②・③は岩見沢保健センターのみで実施。（要予約）
接種時の注意
　�前後４週間は他の予防接種を受けられませんが、三種混合を受けた場合は、１週間経過して

いれば接種できます
　�接種を受ける前後３０分間位はミルクを飲ませないようご注意ください
　�当日、下痢をしている場合や、口の中に傷のある場合は受けられません
　�該当地域の日程で受けられない方は、他の日程で受けてください

春期小児まひ予防接春期小児まひ予防接種種

時　　間会　　　場該　当　地　域月　日

１０：００～１１：２０岩見沢保健センター

西条丁目４月６日画

北条丁目、北本町、有明町４月９日俄

美園、駒園、緑が丘１１日我
日の出南、日の出北、日の出台、
日の出町、かえで町、若駒

１３日画

東町、栄町、岡山町、宝水町月２０日画

１３：３０～１４：００高齢者福祉センター「えみる」北村２３日俄

１０：００～１１：２０岩見沢保健センター

大和、南町４２７日画

東条丁目５月９日我

桜木、峰延町、稔町、大願町１１日画

１１：００～１１：３０上幌向児童館上幌向、双葉町、お茶の水町
１４日俄

１３：３０～１４：００幌向児童館幌向、中幌向町

１０：００～１１：２０岩見沢保健センター春日町、鳩が丘、並木町、
東山、東山町１８日画

１１：００～１１：３０
志文児童館下志文町、志文本町、金子町、

ふじ町、志文町、上志文町２３日我

来夢２１こども館栗沢町２５日画

１０：００～１１：２０岩見沢保健センター緑町、西川町、若松町、元町２８日俄

問合先　岩見沢保健センター（１０西３）　緯２５局５５４０

※春期は美流渡診療所での予防接種はありませんので、朝日町、毛陽町、奈良町、清水町、美
流渡、万字にお住まいの方は、上記のどの会場でも受けることができます。



　限りある資源を有効に利用するためには、市民の皆さんの協力が必要です。現在、多くの団体に資
源回収活動に取り組んでいただいており、リサイクルの推進に大きな役割を果たしています。市は、
この取り組みを支援し、リサイクルの一層の促進を図ることを目的に、集団資源回収奨励金交付制度
を開始します。

集団資源回収奨励金制度とは
　集団資源回収を行う団体が集めた紙類を回収業者が引き取った量に応じて、市が団体に奨励金を
交付する制度です。

対象となる資源物
　奨励金の交付対象となる資源物は、紙類で回収業者が引き取る物です。
　喰新聞、チラシ　喰雑誌、カタログ
　喰包装紙　喰紙袋　喰はがき　喰ノート
　喰手紙　喰カレンダー　喰ダンボール
　喰ティッシュやお菓子の箱　喰紙パック
　喰トイレットペーパーの芯
※この他にも回収業者によっては対象となる物もあります。

奨励金の交付には、団体の登録が必要です　４月２日から受付開始
　奨励金の交付申請の方法は、登録申請時にお知らせします。
申請方法　市廃棄物対策課に置いてある申請書に必要事項を記入し、持参または郵送
提 出 先　萎０６８－８６８６　岩見沢市鳩が丘１丁目１番１号　岩見沢市役所廃棄物対策課
対象団体　町会（自治会）、子ども会、女性部、老人クラブ、PTA等の営利を目的としない団体
※５月３１日牙までに登録を申請すると、４月１日蚊以降に回収した分からの奨励金を交付します。

奨励金の交付金額
　回収量１㎏につき２円を交付します。
　なお、奨励金は、半年ごとにまとめて交付します。

　集団資源回収を行うことで
猿地域のコミュニティづくりに役立ちます。

　・奨励金の有効活用

　・地域住民相互の連携と親睦

　・分別やリサイクルに対する意識の育成

猿資源の有効利用になります。

　・資源や自然の保護

　・エネルギーの節減

猿ごみの減量につながります。

　・ごみ処理費用の節減

　・最終処分場の延命化

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんでででででででででででででででででででででででででででででで集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収にににににににににににににににににににににににににににににに取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょさんで集団資源回収に取り組みましょううううううううううううううううううううううううううううううう

問合先　市廃棄物対策課

紙資源の回収をする団体に奨励金を交紙資源の回収をする団体に奨励金を交付付　　　　

　集団資源回収奨励金交付制集団資源回収奨励金交付制度度をを開始開始
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市 役 所

回 収 業 者

回 収 団 体

①
団
体
登
録

②
資
源
回
収
依
頼

③
資
源
回
収

④
交
付
申
請

⑤
奨
励
金
交
付

奨励金交付までの流れ
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　保険料の納付方法が、特別徴収（年金差し引き）となっている方、また４月から特別徴収になる方は、４月
に受給する年金から保険料が仮徴収されます。

　　　　　　　国民健康保険は、市健康推進課国保係
　問合先　　　　後期高齢者医療制度は、市高齢・介護室医療給付係
　　　　 　　　　介護保険は、市高齢・介護室介護保険係

　特別徴収（年金差し引き）で納付している方、また、これから特別徴収となる方で、口座振替による納付を

希望する方は、納付方法を口座振替に変更できます。なお、口座振替を申し込む時期により、特別徴収を停

止する時期が異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

※介護保険料は、納付書払いとなっている方のみ、口座振替による納付方法に変更できます。

　保険料は前年の所得により決定しますが、その所得が確定するのが６月のため、７月まで保険料を決定
することができません。そのため、４・６・８月に支給される年金から差し引きとなる保険料は前年の保
険料を基にした暫定金額となることから、仮徴収といいます。
　なお、所得が確定し１年間の保険料が決定した後、仮徴収で納めた額を差し引いて、残りの額を１０・１２
月、翌年２月に支給される年金から本徴収します。
　また、介護保険料のみ、昨年の１０月からの徴収額が極端に増減した場合、６・８月の徴収額を変更し調
整します。

【すでに特別徴収（年金差し引き）となっている方】

（単位：円）例えば、平成２３年度の年間保険料４８,０００円、平成２４年度の年間保険料５４,０００円の場合

年額３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

普通徴収（納付書または口座振替）平成
２３年度 ４８,０００６,０００６,０００６,０００６,０００６,０００６,０００６,０００６,０００

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）平成
２４年度 ５４,０００１０,０００１０,０００１０,０００８,０００８,０００８,０００

平成２３年度の保険料を６分の１とした額、４８,０００円÷６＝８,０００円

（単位：円）例えば、平成２３年度の年間保険料４８,０００円、平成２４年度の年間保険料５４,０００円の場合

年額３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）平成
２３年度 ４８,０００８,０００８,０００８,０００８,０００８,０００８,０００

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）平成
２４年度 ５４,０００１０,０００１０,０００１０,０００８,０００８,０００８,０００

【４月から新たに特別徴収（年金差し引き）となる方】
　平成２３年度の保険料を６分の１とした額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収します。なお、年
度の途中から加入した方の保険料は、１年間分の保険料相当額で計算します。

仮徴仮徴収収ののお知らお知らせせ
国民健康保険国民健康保険・・後期高齢者医療制度・介護保後期高齢者医療制度・介護保険険

　平成２４年２月に差し引いた額と同額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収します。

仮徴収と本徴収

国民健康保険料や後期高齢者医療保険料は口座振替でも納付できます
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　介護保険の被保険者が訪問介護（ホームヘル
プ）サービスを利用した場合、費用の１割分を負
担することになりますが、申請により本人負担の
２分の１を市が独自に負担しています。
対象者　市の要介護（要支援）認定を受けいる介

護保険料を滞納していない市民税非課
税世帯の方

※毎年度、事前に市に申請をし、利用額軽減確認
証の交付を受ける必要があります。なお、今後
利用する方（現在利用している方も含む）は、ケ
アマネージャーやホームヘルパーに相談して
ください。

平成２４年～２６年度の保険料平成２３年度

ま で の

月額保険料

（年額）

対 象 と な る 方
負担区分

（所得段階） 保険料の計算
月額保険料

（年額）

４,５００円×０.５０
２,２５０円

（２７,０００円）
２,０００円

（２４,０００円）

生活保護の受給者、市民税が世帯全員非課税世
帯の老齢福祉年金の受給者

第１段階

世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入の合計が
８０万円以下の方本人が

市民税
非課税
で　　

第２段階

４,５００円×０.７５
３,３７５円

（４０,５００円）
３,０００円

（３６,０００円）

世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入の合計が
８０万円を超える方

第３段階

４,５００円×１.００
４,５００円

（５４,０００円）
４,０００円

（４８,０００円）
同じ世帯に市民税課税者がいる方第４段階

４,５００円×１.２５
５,６２５円

（６７,５００円）
５,０００円

（６０,０００円）
本人の前年の合計所得金額が１９０万円
未満の方本人が

市民税
課税で

第５段階

４,５００円×１.５０
６,７５０円

（８１,０００円）
６,０００円

（７２,０００円）
本人の前年の合計所得金額が１９０万円
以上の方

第６段階

　６５歳以上の方の保険料は、市が３年ごとに見直しを行なっており、本年度がその見直しの年になります。
　保険料の見直しにあたって、介護保険事業計画策定委員会で協議を行ない、平成２４年度から２６年度ま
での３年間に、どの介護サービスをどの程度利用するかを見込み、それに必要となる費用総額のおおむね
２１％を６５歳以上の方の人数で割り返して、１人あたりの負担額（基準額）を決めます。
　今回、サービスを利用する方の増加や介護報酬の引き上げ（１.２％）などから、保険料を見直しました。

問合先　市高齢・介護室介護保険係

恐恐訪問介護サービス利用者負担を軽減していま訪問介護サービス利用者負担を軽減していますす

平成２４年度～２６年度

基準額（月額） ４,５００円
平成２１年度～２３年度

基準額（月額） ４,０００円

介護保険介護保険料料が変更になりまが変更になりますす
平成２４年

度から
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　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに見直すことになっています。本年はその見直しの年とな
り、平成２４・２５年度の新しい保険料率が決まりましたのでお知らせします。

斬平成２４年度の年間保険料の計算方法

【均等割の軽減】
　被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。なお、世帯主が被保険者でない場合でも、所得の判
定の対象となります。

平成２４年度の

軽減後の均等割

軽減

割合
所得が下記の金額以下の世帯

　　７,１５６円（前年比約５００円増）８.５割３３万円

　　４,７７０円（前年比約３００円増）９割
被保険者全員の年金収入がそれぞれ８０万円以下で、他の
所得がない

　２３,８５４円（前年比約１,８００円増）５割３３万円+（２４万５千円×世帯主を除く世帯の被保険者数）

　３８,１６７円（前年比約２,８００円増）２割３３万円+（３５万円×世帯の被保険者数）

【所得割の軽減】
　前年の所得から３３万円を引いた額（賦課のもととなる所得金額）が、５８万円以下の方は所得割が５
割軽減となります。（被保険者個人の所得で判定します）

問合先　市高齢・介護室医療給付係

【被用者保険の被扶養者だった方の軽減】
　後期高齢者医療制度に加入したときに、被用者保険（主に、サラリーマンの方が加入している健康
保険）の被扶養者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減となります。

平成２４・２５年度平成２２・２３年度

（年間）

４７,７０９円
（年間）

４４,１９２円均等割
（加入者が等しく負担）

１０.６１％１０.２８％所得割
（加入者の所得に応じて負担）

（年間）

５５０,０００円
（年間）

５００,０００円賦課限度額
（１年間の保険料の限度額）

１年間の保険料
（１００円未満切り捨て）

＝

所得割
（平成２３年中の所得－３３万円）

×１０.６１％
＋

均等割
４７,７０９円

保険料額は、７月に「保険料額決定通知書」で個別にお知らせします。

※年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割りで計算します。

保険料の軽減

後期高齢者医療制後期高齢者医療制度度

保険保険料料がが変わりま変わりますす
平成２４年

度から
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橋橋怯怯 脳ドッ脳ドッククをを受診しません受診しませんかか 怯怯橋橋

　国民健康保険料の賦課限度額は、所得の状況などで高額な保険料となる場合に一定の基準を設け、大き
な負担とならないように、国が定めた基準をもとに決めます。
　本年度は、医療分１万円、支援金分１万円、介護分２万円を増額し、国が平成２３年度に改定した賦課限
度額基準に合わせることとしました。

平成２４年度平成２３年度

国の基準岩見沢市国の基準岩見沢市

５１０,０００円５１０,０００円５１０,０００円５００,０００円医 療 分

１４０,０００円１４０,０００円１４０,０００円１３０,０００円支 援 金 分

１２０,０００円１２０,０００円１２０,０００円１００,０００円介 護 分

７７０,０００円７７０,０００円７７０,０００円７３０,０００円合 計

保険料の納め忘れはありませんか？
　平成２３年度の保険料は、２月２９日が最後の納期限でしたが、納め忘れはありませんか。納め忘
れのある方は速やかに納入願います。
　保険料は、国保の運営に欠かせないものであり、加入者の皆さんが安心して医療を受けられるた
めにも、納期限内に納めてください。また、納入に便利な口座振替をご利用ください。

後期高齢者医療制度国民健康保険

４月１日現在、保険料を完納している方
４月１日現在、５０歳以上の方で、保険料
を完納している方

対 象 者

５月～平成２５年３月（受診日等は市で指定し、後日連絡します）実 施 期 間

岩見沢脳神経外科（８西１９）
市立総合病院（９西７）
岩見沢脳神経外科（８西１９）

実施医療機関

５,０００円（受診時に医療機関でお支払いください）検 診 料 金

５０人１００人

実 施 人 数 応募者多数の場合は、初めての方を優先して抽選します。（抽選結果は、４月下旬に
お知らせする予定です）

４月１６日俄　※郵送の場合、当日消印有効。申 込 期 限

封書またはハガキで「脳ドック受診希望」と明記し、住所、氏名、生年月日、電話番
号、被保険者証の記号番号または被保険者番号を記入し、郵送してください。なお、
申し込みは、１通で１人分とし、１人１回限りです
※電話やファックスでは受け付けません。

申 込 方 法

〒０６８-８６８６　岩見沢市鳩が丘１丁目１番１号　岩見沢市役所
申込・問合先

高齢・介護室医療給付係健康推進課国保係

ペースメーカー、人工内耳を埋め込んでいる方、また、すでに脳外科等で治療を受
けている方はご遠慮ください。また、金属や機器が体内にある方は検査を受けられ
ない場合があります

そ の 他

平成２４年
度から

国民健康保国民健康保険険

賦課限度賦課限度額額がが変わりま変わりますす

問合先　市健康推進課国保係



　平成２２年度の税制改正で扶養控除の見直しが行われ、平成２４年度の市・道民税（所得税は平成２３年分）
から適用になります。この見直しで、１６歳未満の年少扶養親族に対する扶養控除が廃止となるほか、１６歳
以上１９歳未満の扶養控除の上乗せ部分（１２万円）が廃止となります。また、特定扶養親族の範囲が、１６歳
以上２３歳未満から１９歳以上２３歳未満に変更となります。

　産産平成２３年度の市・道民税を公的年金から特別徴収で納めた方
　　　今年の２月に特別徴収した額と同額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収し、平成２４年度の
市・道民税が決定した後に、年税額から仮徴収した額を差し引いた残りの額を１０・１２月、翌年の２月
に支給される年金から３回に分けて本徴収します。

問合先　市税務課市民税係

特別徴収普通徴収

２月１２月１０月８月６月

各月、年税額の６分の１各月、年税額の４分の１

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）

２月１２月１０月８月６月４月

各月、年税額から仮徴収した額を差し引 いた
額の３分の１

各月、前年度の２月と同額

　産産新たに市・道民税を公的年金から特別徴収で納める方
　　（平成２３年度途中で税額変更等により特別徴収の対象とならなくなった方を含む）
　　　年税額のうち、６・８月分を普通徴収（納付書・口座振替による納税）で納め、１０・１２月、翌年の２

月に特別徴収します。

※年少扶養控除は廃止されますが、
市・道民税の非課税限度額の算定
に扶養親族の人数が必要なので、
申告等の際には１６歳未満の扶養
親族の人数を申告をする必要が
あります。

 ６５歳以上の方の、平成２４年度市・道民税の公的年金からの仮徴６５歳以上の方の、平成２４年度 市・道民税の公的年金からの仮徴収収

 市・道民税の扶養控除が変わりま市・道民税の扶養控除が変わりますす

斬斬 市・道民市・道民税税ののお知らせお知らせ 餐餐

市・道民税の申告についてご注意ください
　公的年金所得者の確定申告手続きの簡素化のため、平成２３年分から、その年中の公的年金等の収入が
４００万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得が２０万円以下の場合は、その年分の所
得税の確定申告書の提出は必要なくなりました。
　しかし、市・道民税の計算に医療費や社会保険料、生命保険料などの控除を追加するためには、必ず
市・道民税の申告が必要ですので、控除を追加する場合は、速やかに申告してください。
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午
後
１
時　

分
か
ら
３
時　

３０

 　

ま
な
み
ー
る（
９
西
４
）

 　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
選
手
へ
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
‐
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス（
体
の
使
い
方
）と
ケ
ガ
の
関
係
‐

講
師　

綿
谷
美
佐
子
さ
ん（
理
学
療
法

士
）

※
講
演
会
終
了
後
に
相
談
窓
口
を
開
設
。

 　

南
坂
さ
ん（
北
海
道
中
央
労
災
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
内
）へ

緯　

局
１
３
０
０

２２

５月号の締め切りは、

４月９日です

19 平成24年4月　　　　　　　

市
民
公
開
講
座

中
高
年
の
笑
い
の
茶
話
会

温
も
り
届
け
隊

落
語
芝
居
・
芝
浜
ほ
か

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
教
室

会員募集

活動場所活動日時内容と連絡先サークル名

市温水
プール

（９東２）

５月９日～７月１１
日の毎週水曜日
１５ : ００～１６ : ００

５・６歳児対象の水泳
�２２局９６７９　宮川方

ビーバー幼児教室

毎週木曜日
１２ : ００～１３ : ００

６０歳以上の水泳
�２６局３４７３　岩下方

シルバー
スイミングクラブ

毎週水曜日
１３ : ３０～１４ : ３０

一般男女の水中運動
緯２２局６６３１　近藤方

さわやか
健康クラブ

毎週水曜日
１２ : ００～１３ : ００

一般男女の水泳
緯２３局４４２６　川東方

フレッシュ
スイミングクラブ

毎週月曜日
１５ : ００～１６ : ００

６５歳以上の水泳
緯２４局８９９０　寺井方

マーメイド
スイミングクラブ

まなみーる
（９西４）

毎週月曜日
１０ : ００～１２ : ００
（随時無料体験）

フラダンス
�０９０‐６２１０‐２４４５
市村方

マリヒニ

毎週月曜日
１８ : ３０～２０ : ３０
（随時無料体験）

フラダンス
�０９０-２０５２-５６１５
坂下方

モエナニ

東山公園
庭球場

（総合公園）

５月６日～９月３０日
の毎週日曜日
７ : ００～９ : ００

小学生対象のソフトテニス
�２５局３２７６　菅谷方
※受付は４月２８日�～５月
５日�に、活動場所で。

ソフトテニス
スポーツ少年団

 ：内容　 ：期日・期間　 ：時間　 ：会場・場所　 ：対象　

 ：定員　 ：参加料などの料金　 ：申込や申請等の方法

 ：持ち物・必要な物　 ：申込先　 ：問合先



絵
画
ホ
ー
ル
 収
蔵
作
品
展

【
松
島
正
幸
の
旅「
旅
の
街
か
ら
」】

 　

４
月
１
日
蚊
か
ら
５
月　
２４

日
牙

 
　

一
般　

円
、高
校
・
大
学
生

２１０

　

円
、中
学
生
以
下
無
料

１５０

 
 
　

絵
画
ホ
ー
ル（
７
西
１
）

緯　

局
８
７
０
０

２３

上
志
文
ふ
れ
あ
い
の
 郷
 　
　

さ
と

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

 　

４
月
７
日
臥

 
　

午
前
９
時

※　

日
蚊
ま
で
は
、
毎
週
土
・
日

２２
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
。　

日
臥
か
ら
は
、
毎
日
、
午

２８

前
８
時
か
ら
午
後
５
時
。

 
 
　

上
志
文
ふ
れ
あ
い
の
郷

（
上
志
文
町　

）　
９５２

　

緯　

局
２
５
３
５

４４

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
壮
行
会

 
　

昨
年　

月　

日
か
ら
市
内

１２

１３

の
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
、

事
業
所
な
ど
で
育
て
、
体
長
が

５
唖
前
後
に
成
長
し
た
稚
魚
を

ま
た
幾
春
別
川
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
願
い
放
流
し
ま
す
。

 　

４
月　

日
画（
雨
天
中
止
）

１３

 
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

 
　

若
松
町
幾
春
別
川
左
岸（
青

木
公
園
の
対
岸
）

 
　

幾
春
別
川
を
よ
く
す
る
市

民
の
会（
市
環
境
保
全
課
内
）

移
動
心
配
ご
と
相
談
所

 
　

生
活
援
護
・
生
業
・
家
事
・

母
子
福
祉
・
青
少
年
児
童
・
心

身
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
介
護

関
係
相
談
な
ど
。

  
 

煙
４
月　

日
我　

午
後
１
時　

分

１８

３０

か
ら
３
時　

分　

広
域
総
合
福

３０

祉
セ
ン
タ
ー（　

西
３
）

１１

煙
５
月　

日
我　

午
後
１
時　

分

１６

３０

か
ら
３
時　

分　

栗
沢
市
民
セ

３０

ン
タ
ー（
栗
沢
町
北
本
町　

）
１６８

煙
６
月　

日
我　

午
後
１
時　

分

２０

３０

か
ら
３
時　

分　

高
齢
者
福
祉

３０

セ
ン
タ
ー
え
み
る（
北
村
赤
川

　

）
３５６２

煙
７
月　

日
牙　

午
後
１
時　

分

１９

３０

か
ら
２
時　

分　

高
齢
者
福
祉

３０

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い（
東
山
２
）

 
　

市
民　
 
　

無
料

 
　

社
会
福
祉
協
議
会（　

西
１１

３
）　

緯　

局
２
９
６
０

２２

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
　
　

趣
味
と
教
養
部
会
の
発
表
会

【
展
示
発
表
】

 　

４
月　

日
牙
・　

日
画

２６

２７

 
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（　

日
は
、
午
後
２
時　

分
ま

２７

３０

で
）

【
茶
道
点
前
】

 　

４
月　

日
牙

２６

 
　

午
前　

時
か
ら
正
午

１０

【
舞
台
発
表
】

 　

４
月　

日
画

２７

20平成24年4月

 ：申込や申請等の方法　 ：持ち物・必要な物　 ：申込先　 ：問合先

催
　
し

岩見沢消費者センターからの

お知らせ

【消費者センターの移転】

　これまで有明交流プラザで開設していました
が、４月２日俄に、であえーる岩見沢駐車場ビル
（３西４）の２階へ移転します。
　相談受付時間や電話番号は変わりません。
相談受付　土・日曜日、祝日を除く毎日
時　　間　午前９時～午後５時
電話番号　２３局７９８７

【契約は慎重に】

　これからの季節、住宅リフォーム等を考えてい
る方は、次のことに注意しましょう。
煙ドアを開ける前に相手をよく確認しましょう
煙見積もりは複数の会社から取り、比較検討しま
しょう
煙「今なら」「あなただけ」などと強引に契約を迫る
業者には十分注意しましょう

道営住宅（空き家）の入居者募集
募集戸数　１５戸
案内・申込書配布　４月１８日我～２７日画
申込受付期間　４月２３日俄～２７日画
抽選日時　５月２日我　午前１０時３０分
入居許可日　６月１日画予定
※申込手続・入居資格・募集団地・家賃などの詳細
は、配布する入居申込案内書をご覧ください。

申込・問合先　道営住宅指定管理者　珂セキュメ
ント（１西５）　緯２５局４７８５

４月６日～１５日まで

春の全国交通安全運動です
煙ランドセルを背負ったかわいい新１年生たち。
この子たちが交通事故にあわないように、みん
なで守りましょう

煙この季節、車の運転で、ついついスピードを出
してしまいます。交通ルールを守りましょう



 
　

午
前
９
時　

分
か
ら
午
後

３０

２
時　

分
３０

 
 
　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い（
東
山
２
）

　

緯　

局
７
５
８
８

２３

み
ど
り
の
日
記
念
行
事

【
パ
ン
ジ
ー
花
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

 　

５
月
４
日
華

 
　

午
前
９
時
か
ら

 
　
　

人（
先
着
）

５００

【
室
内
公
園
色
彩
館
無
料
開
放
】

 　

５
月
４
日
華

 
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

 
 
　

室
内
公
園
色
彩
館（
い
わ

み
ざ
わ
公
園
内
）

　

緯　

局
６
１
１
１

２５

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

 
　

最
新
の
救
急
蘇
生
法
の
中

で
、
一
般
市
民
が
行
う
一
次
救

命
処
置（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心

肺
蘇
生
法
な
ど
）。

 　

４
月　

日
臥

２８

 
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

　

分
３０

 
　

広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（　

西
３
）

１１

 
　

満　

歳
以
上
の
方

１５

 
　
　

人（
申
込
順
）

３２

 
　

１
千　

円（
教
材
費
、保
険
料
）

５００

 
 
　

４
月　

日
峨
ま
で
に
、

２４

日
赤
岩
見
沢
市
地
区（
市
福
祉

課
内
）へ

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

 
　

き
ず
や
骨
折
、
急
病
時
の
応

急
手
当
な
ど
。

 　

４
月　

日
蚊
・　

日
華（
全

２９

３０

２
回
）

 
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　

分
３０

 
　

広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（　

西
３
）

１１

 
　

有
効
期
限
内
の
赤
十
字
救

急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認
定
証

を
有
し
、
ま
た
は
、
講
習
日
ま

で
に
基
礎
講
習
を
受
講
し
、
全

日
程
受
講
可
能
な
方

 
　
　

人（
申
込
順
）

３２

 
　

１
千　

円（
教
材
費
、保
険
料
）

５００

 
 
　

４
月　

日
峨
ま
で
に
、

２４

日
赤
岩
見
沢
市
地
区（
市
福
祉

課
内
）へ

手
話
講
習
会
（
入
門
課
程
）

 　

４
月　

日
か
ら
７
月　

日

１８

２５

の
毎
週
水
曜
日（
全　

回
）

１５

 
　
（
昼
の
部
）午
前　

時
か
ら

１０

正
午
、（
夜
の
部
）午
後
６
時　
３０

分
か
ら
８
時　

分
３０

 
　

広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（　

西
３
）

１１

 
　

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解

と
手
話
に
興
味
が
あ
る
方（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

 
　

昼
の
部
、夜
の
部
と
も
、各

　

人（
申
込
順
）

３０

 
　

１
千　

円（
テ
キ
ス
ト
代
）

２００

 
 
　

４
月
２
日
俄
か
ら
、
社

会
福
祉
協
議
会（　

西
３
）で　

１１

緯　

局
２
９
６
０

２２

家
庭
生
活
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

３
級
研
修
講
座

 
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
原
理

や
心
理
学
、
保
育
論
な
ど
。

 　

５
月　

日
か
ら　

月
下
旬

１５

１０

の
毎
週
火
・
金
曜
日

 
　

午
後
１
時
か
ら
４
時

 
　

広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（　

西
３
）

１１

 
　
　

人（
申
込
順
）

３０

※　

人
以
下
の
場
合
は
中
止
。

１５

 
　

４
万
２
千
円（
教
材
費
な
ど
）

 
 
　

４
月　

日
峨
・　

日
我
の

２４

２５

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
の
間

１０

に
、
家
庭
生
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

養
成
講
座
運
営
委
員
会（
広
域

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）へ　

緯　

局
５
５
１
６

２５

平成24年4月21

 ：内容　 ：期日・期間　 ：時間　 ：会場・場所　 ：対象　 ：定員　 ：参加料などの料金

募
　
集

【固定資産課税台帳の閲覧】

期　間　４月２日俄から随時（土・日曜日、祝日を除く）
閲覧できる資産
　�納税義務者　所有する固定資産
　�借地人など、土地の賃借権を有する方
　　該当する土地
　�借家人など、家屋の賃借権を有する方
　　該当する家屋とその敷地
　�管財人など、固定資産を処分する権利を有する方
　該当する固定資産
閲覧に必要なもの
　葛�は、身分を確認できる書類（運転免許証、健
康保険証、納税通知書、課税明細書など）

　葛�・�は、賃借権を確認できる書類（賃貸契約
書、賃借料の領収書など）

　葛�は、資格を確認できる書類
【路線価図の公開】

期　間　４月２日俄から随時（土・日曜日、祝日を除く）

【固定資産縦覧帳簿の縦覧】

　平成２４年度の固定資産（土地・家屋）の価格等を
記載した帳簿の縦覧を行います。
期　間　４月２日俄～５月３１日牙
　　　　（土・日曜日、祝日を除く）
縦覧できる方
　土地価格等縦覧帳簿は土地の納税者、家屋価格
等縦覧帳簿は家屋の納税者

縦覧に必要なもの
　身分を確認できる書類（運転免許証、健康保険
証、納税通知書、課税明細書など）

《いずれも》

時　間　午前９時～午後５時３０分
場　所　市役所本庁税務課資産税係、北村・栗沢支

所の市民課市民係
※代理人は、委任状と身分を確認できる書類が必
要です。

固定資産課税台帳の閲覧・縦覧帳簿の縦覧・路線価図の公開

問合先　市税務課資産税係

平成２４年
度の



こ
と
ぶ
き
学
園

 
　

社
会
参
加
や
日
常
生
活
、
健

康
、
教
養
に
関
す
る
こ
と
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
や
研
修
。

 　

５
月　

日
か
ら
７
月　

日

１０

１２

の
毎
週
木
曜
日（
全　

回
）

１０

 
　

午
前　

時　

分
か
ら
午
後

１０

３０

２
時　

分
３０

 
　

広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（　

西
３
）

１１

 
　
　

歳
以
上
の
市
民

６０

 
　
　

人（
申
込
順
）

５０

 
　

１
千　

円（
開
講
日
当
日
に

５００

徴
収
）

※
教
材
費
な
ど
の
実
費
は
別
途
。

 
 
　

４
月　

日
画
ま
で
に
、

２０

電
話
で
市
教
委
生
涯
学
習
振
興

課（
北
村
支
所
内
）へ

市
民
農
園
の
使
用
者

 
　

競
馬
場
跡
地
の
一
部
を
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
市
民
農

園
に
整
備
し
開
設
し
ま
す
。

 　

４
月　

日
画
か
ら　

月　

２７

１１

３０

日
画

 
　

競
馬
場
跡
地（
日
の
出
町　

）
４３６

 
　
　

愛（　

区
画
募
集
）９
千　

４９

１８

８００

円
、　

愛（　

区
画
募
集
）７
千
円

３５

３６

※
区
割
り
は
抽
選
。
ま
た
、
応
募

者
多
数
の
場
合
も
抽
選
。

 
 
　

４
月
５
日
牙
か
ら　

日
２３

俄
ま
で
に
、
市
農
務
課
林
業
畜

産
係
へ

市
民
園
芸
講
座

【
ハ
ン
ギ
ン
グ
作
り
の
基
本
】

 　

４
月　

日
蚊

１５

 
　

１
千　

円（
容
器
代
は
別
途
）

５００

講
師　

梅
木
あ
ゆ
み
さ
ん（
月
形

コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン
）

【
楽
し
い
家
庭
菜
園
作
り
Ⅰ
】

 　

４
月　

日
蚊

２２

 
　

無
料

講
師　

横
山
弘
さ
ん（
園
芸
研
究

家
）

《
い
ず
れ
も
》

 
　

午
後
１
時
か
ら
３
時

 
　
　

人（
申
込
順
）

４０

 
 
 
　

室
内
公
園
色
彩
館（
い

わ
み
ざ
わ
公
園
内
）

　

緯　

局
６
１
１
１

２５

い
わ
み
ざ
わ
花
と
緑
の
少
年
団
員

 
　

森
の
観
察
、
花
や
樹
木
の
植

栽
、
宿
泊
研
修
な
ど
の
活
動
を

通
し
て
、
花
と
緑
を
愛
し
自
然

に
親
し
む
心
を
育
て
る
。

 　

４
月
か
ら
１
年
間

 
　

小
学
４
・
５
・
６
年
生

 
　
　

人（
申
込
順
）

３５

 
　

１
千
円（
育
成
会
費
）

 
 
　

４
月　

日
画
ま
で
に
、

２０

育
成
会
費
を
添
え
て
、
市
公
園

緑
地
環
境
課
へ

ゴ
ミ
拾
い
と
自
然
散
策

 
　

雪
解
け
後
に
現
れ
る
ゴ
ミ

を
拾
い
な
が
ら
、
春
の
自
然
を

感
じ
る
。

 　

５
月
６
日
蚊

 
　

午
前
９
時　

分
か
ら
正
午

３０

 
　

利
根
別
自
然
休
養
林

※
集
合
場
所
は
、
利
根
別
原
生
林

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
緑

が
丘　

）
７３

 
　
　

人（
申
込
順
）

２０

 
 
　

４
月　

日
俄
か
ら
、
空

２３

知
森
林
管
理
署（
３
東　

）で　

１７

緯　

局
１
９
４
０

２２

電
動
ロ
ク
ロ
体
験

 　

４
月　

日
臥
・　

日
臥

１４

２１

 
　

午
前　

時
か
ら
正
午
と
午

１０

後
１
時　

分
か
ら
３
時　

分

３０

３０

 
　

各
日
・
各
時
間
帯
で
、
各
２

人（
申
込
順
）

 
　

２
千
円（
材
料
費
）

 
 
 
　

月
・
火
曜
日
を
除
く
、

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
の
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
に
、
栗

沢
工
芸
館（
栗
沢
町
美
流
渡
東

町　

）へ　

緯　

局
３
３
０
０

４８

４７

22平成24年4月

　国際性豊かな人づくりや姉妹都市との親善交流を深める
ため、アメリカ合衆国アイダホ州ポカテロ市とオレゴン州
キャンビー市に訪問団を派遣します。
日　　程　ポカテロ市　７月２７日画～８月１１日臥
（予定）　キャンビー市　７月２７日画～８月６日俄
募集人数　ポカテロ市　８人、キャンビー市　５人
　　　　　（応募者多数の場合は選考）
応募資格　市内在住の中学・高校生
　　　　　（キャンビー市は中学生のみ）
費　　用　ポカテロ市は約３２万円、キャンビー市は約２３万

円（市が一部を補助します）
内　　容　ホームステイをしながら、交流行事に参加。全

日程市職員が同行します
申込・問合先　申込用紙に必要事項を記入し、１,０００字程度

の市が指定する課題の作文を添えて、４月２７日
画までに市庶務課国際交流係へ

※申込・作文用紙は、市のホームページからも入手できま
す。

姉妹都市　ポカテロ市・キャンビー市への訪問団員募集

 ：申込や申請等の方法　 ：持ち物・必要な物　 ：申込先　 ：問合先

日　時　４月２１日臥　午前１０時～正午
対　象　訪問団の応募を検討されている

中学・高校生とその保護者
内　容　派遣事業の説明、昨年の訪問団

員の体験談、個別相談等
会　場　市役所本庁
申込・問合先　４月１８日我までに市庶務

課国際交流係へ

訪問団募集説明会



パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

 　

５
月　

日
我
、
６
月　

日
画

２３

１５

 
　

午
前
９
時
か
ら　

時　

分

１１

３０

 
　

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場（
緑
が
丘
３
）

 
　

各
日
、　

人（
申
込
順
）

４０

 
　
　

円（
コ
ー
ス
使
用
料
）

１５０

 
　

ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル

 
 
　

各
開
催
日
の
２
週
間
前

か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

（
錦
見
さ
ん
）で　

緯　

局
３
０

２５

１
８

就
学
援
助

 
　

経
済
的
理
由
で
、
就
学
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
、
学
用
品
費
や
修
学

旅
行
費
、
学
校
給
食
費
、
新
入

学
準
備
金
な
ど
を
援
助
。

 
　

平
成　

年
の
収
入
が
基
準

２３

（
家
族
構
成
や
年
齢
等
で
異
な

り
ま
す
）以
下
で
、
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
方

 
 
　

市
内
小
・
中
学
校
に
あ
る

申
請
書
に
、
収
入
の
わ
か
る
書

類（
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告

書
の
写
し
な
ど
）を
添
付
し
、

４
月　

日
峨
ま
で
に
各
学
校
へ

１７

 
　

市
教
委
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係（
４
西
３　

で
あ
え
ー

る
岩
見
沢
内
）

　

緯　

局
５
１
２
５　
　
　

３５

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

 
　

母
子
家
庭
の
母
が
自
立
の

た
め
、
資
格
取
得
や
講
座
を
受

講
す
る
際
に
、
給
付
金
を
支
給

す
る
制
度
。

煙
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

費
給
付
金

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
、

指
定
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

修
業
す
る
方

煙
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

指
定
の
教
育
訓
練
講
座
を
受
講

し
た
方

※
い
ず
れ
も
、
受
講
前
と
申
請
前

に
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

 
　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

農
作
業
安
全
確
認
運
動

 
　

３
月
か
ら
５
月
を
重
点
期

間
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
の
３
項
目
を
徹
底
し
、
農
作

業
事
故
の
防
止
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

煙
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
の
後
は
、
左

右
の
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
す
る
こ

と

煙
ほ
場
の
出
入
り
や
あ
ぜ
越
え

は
、
低
速
で
直
角
に
進
行
す
る

こ
と

煙
余
裕
の
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

の
作
業
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

を
徹
底
す
る
こ
と

 
　

市
農
務
課
農
業
振
興
係

平成24年4月23

郷土科学館の無料開放
日　時　５月５日華
　　　　午前９時３０分～午後５時
対　象　小・中学生
　　　　（小学１・２年生は保護者同伴）
問合先　郷土科学館（いわみざわ公園内）
　　　　緯２３局７１７０

お
知
ら
せ

終 了 日開 設 日施 設 名

１０月３１日我４月２９日華
北村野球場

北村ゲートボール場

申込・問合先　市教委文化・スポーツ振興課
　　　　　　　（４西３ であえーる岩見沢内）
　　　　　　　�３５局５１３０

１１月１５日牙４月１５日蚊
栗沢野球場

栗沢テニスコート

１０月３１日我５月１日峨栗沢パークゴルフ場

申込・問合先　栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター　�４５局４６００

１１月１５日牙４月２９日華土里夢公園パークゴルフ場

申込・問合先　北村多目的体育館　�３２局４１６０

終 了 日開 設 日施 設 名

 １０月２２日俄

【市野球場は
１０月１０日我】

４月２９日華

市野球場、
あさぎり公園

（野球場・庭球場）
みずほ公園

（野球場・サッカー場）

申込・問合先　総合体育館　緯２５局５２１０

 １０月２１日蚊４月２９日華

東山公園庭球場

岡山スポーツフィールド

（庭球場・サッカー場）
東山公園陸上競技場

申込・問合先　岩見沢市体育協会　緯２３局８６１１
※４月２９日�以降、東山公園庭球場（�２３局３７７５）と
岡山スポーツフィールド（�２５局９９６３）は直接施設へ。

屋外スポーツ施設オープン

地
域
福
祉
事
業
に
…
磯
部
武

男
さ
ん（
３
西　

）、
櫻
井

１５

邦
子
さ
ん（
栗
沢
町
必
成

　

）
３７２

青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
…

協
同
組
合
い
わ
せ
ん（
１
西

２
）

学
校
教
育
活
動
に
…
荒
井
照

正
さ
ん（
静
岡
県
下
田
市
）

ご
厚
志
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

 ：内容　 ：期日・期間　 ：時間　 ：会場・場所　 ：対象　 ：定員　 ：参加料などの料金
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申込期間　４月１９日牙～５月８日峨
　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）
申込資格　次の条件をすべて満たす方
　�平成２３年５月１日以前から本市に住民登録
している方

　�祭祀承継者で納める遺骨（親族のものに限
る）がある方

　�平成２４年度中にお墓を建立する方
申込時に必要なもの
�印鑑
�世帯全員の住民票（全部記載のもの）１通
�納める遺骨にかかる火葬許可証、または収蔵
（納骨）証明書１通

募集区画数

抽選日時・会場
　緑が丘霊園…５月１３日蚊　
　　　　　　　　（４愛）　午前１０時
　　　　　　　　（６愛）　午前１１時
　　　　　　　　市役所本庁
　北村共同墓地…５月２０日蚊　午前１０時
　　　　　　　　北村支所
※お墓の建設工事は、使用料と管理料を一括納入
した後でなければ着手できません。納入期限
は５月下旬の予定です。

【緑が丘霊園（緑が丘２８７）】　

合　計
永代使用料

区分（区画数）名称
永代管理料

２８６,０００円
２２０,０００円６�（３５区画）

間口２�×奥行３� 普通 
墓所

６６,０００円

２２０,０００円
１７６,０００円４�（１８区画）

間口２�×奥行２� ４４,０００円

【北村共同墓地（北村豊里１３９）】
永代使用料区分（区画数）

５,０００円
１級　９.９�（１区画）
間口２.７３�×奥行３.６４�

３,０００円
２級　９.９�（１区画）
間口２.７３�×奥行３.６４�

※区画数は予定です。なお、重複して申し込む
ことはできません。

し

申込・問合先　市環境保全課

平成２４年平成２４年度度  霊園・墓地利用申霊園・墓地利用申込込

初心者幼児教室
　５月７日から毎週月曜日（全１１回）
　１４：００～１５：００　対象 ５･６歳　定員 ３０人

初心者１年生教室
　５月７日から毎週月曜日（全１１回）
　１５：００～１６：００　対象 小学１年生　定員 ３０人

初心者一般教室
　５月９日から毎週水曜日（全１１回）
　１８：３０～１９：３０　対象 高校生以上　定員 ３０人

初心者レディース教室
　５月７日から毎週月曜日（全１１回）
　１３：００～１４：００　対象 １８歳以上　定員 ３０人

初心者シニア教室
　５月１０日から毎週木曜日（全１１回）
　１５：００～１６：００　対象 ６０歳以上　定員 ３０人

らくらくクロール教室
　５月１１日から毎週金曜日（全１１回）
　１２：１０～１３：１０　対象 １８歳以上　定員 １０人

アクアビクス
　５月７日から毎週月曜日（全１１回）
　１９：００～１９：４５　対象 １８歳以上　定員 ５０人
　５月８日から毎週火曜日（全１１回）
　１１：００～１１：４５　対象 １８歳以上　定員 ５０人
　５月１０日から毎週木曜日（全１１回）
　１３：００～１３：４５　対象 １８歳以上　定員 ５０人

アクアアタック教室
　５月１０日から毎週木曜日（全１１回）
　１９：００～１９：４０　対象 １８歳以上　定員 ３０人

はじめての水中運動
　５月９日から毎週水曜日（全１１回）
　１４：１５～１５：００　対象 中高齢者　定員 ３０人

すいすい歩行
　５月７日から毎週月曜日（全１１回）
　１２：２０～１３：００　対象 １８歳以上　定員 ３０人

腰痛改善教室
　５月１１日から毎週金曜日（全１１回）
　１５：００～１５：５０　対象 １８歳以上　定員 ３０人
※申込多数の場合は、公開抽選を行います。

対　象　いずれも市内在住の方
受講料　無料（ただし、入館料は各自負担）
申込・問合先　４月９日俄～２２日蚊の、正午～午後

８時の間に、印鑑を持参の上、市温水
プール（９東２）へ　緯２３局６４００

平成２４年度第１回平成２４年度 第１回 水泳教室参加者水泳教室参加者募集募集

温水プール 無料開温水プール 無料開放放
日　時　５月５日華　午前１０時～午後８時
　　　　（午後５時以降の利用は、保護者同伴）
対　象　中学生以下
問合先　市温水プール（９東２）　緯２３局６４００

受付期間　９月３０日蚊まで
受付方法　【窓口に持参】
　　　　　日赤岩見沢市地区事務局（市福祉課内）
　　　　　【郵便局で振込み】
　　　　　口座番号　００１４０－８－５０７
　　　　　口座名義　日本赤十字社
　　　　　　　　　　東日本大震災義援金
　　　　　※振込手数料は無料。　　　　　
問 合 先　日赤岩見沢市地区（市福祉課内）

東日本大震災義援金の受付期間延東日本大震災義援金の受付期間延長長



　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

問合先　市廃棄物対策課廃棄物対策係

大大型型ごごみみ収収集集のの春春春春

25 平成24年4月   　　　　　　　

葛タイヤ、バッテリー、自動車の部品、消火器、プロ
パンガスボンベ、農機具、農業資材や家・物置等の
解体材は収集できません。

４月１６４月１６日日からから６６月９日月９日までの日程までの日程でで

斬 収集する大型ごみ 餐
家電類　掃除機、電子レンジ、ステレオ、ビデオなど
家具類　タンス、ベッド、カーペット、ソファー、　

いす、机、布団、マットレスなど
その他　自転車、ガスレンジ、なべ、スノーダンプ、

ホームタンク、枝木（１ｍ以内に切断）など

不法投不法投棄棄はは法律法律によりにより罰せられます罰せられます！！

テレビ（ブラウン管式、液晶、プラズマ）、冷蔵庫・冷凍
庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機は、大型ごみとして
回収できませんので、購入した家電販売店へお持ちくだ
さい。なお、購入した販売店がわからない場合などは、
お問い合わせください。また、パソコンはメーカーがリ
サイクルを行っています。

右　　側



家電・鉄類

年々大型ごみが増加しています

　　　　使えるものはリサイクル！
喰ちょっと直せば使える自転車や家具は・・・
　　リサイクルセンター（緯２０局０５３０）へ連絡を。職員が
　　状態の確認と回収に伺います。

喰まだ使える不用な家電や家具は・・・
　　捨てる前に、まずは市内のリサイクルショップに相談
　　を。買い取ってもらえる可能性があります。

　　　　捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨ててててててててててててててててててててててててててててててるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前ののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひとととととととととととととととととととととととととととととと手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででででででででででででででででででで資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源のののののののののののののののののののののののののののののの有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ををををををををををををををををををををををををををををををてる前のひと手間で資源の有効活用を！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

大型ごみの排出ルール

日程および地区別一覧
収　　集　　地　　区収集月日

栗沢町西本町、必成団地、すずかけ団地、
必成中央、必成東栄

４月１６日俄

１条東１３丁目～東１７丁目、
２条・３条の東１３丁目～東１８丁目、
４条・５条の東１２丁目～東１８丁目、
６条・７条の東１０丁目～東１４丁目、
８条東１０丁目～東１２丁目

１８日我

稔町の農村地区、北村栄町、豊里茜、中央２１日臥

美園条丁目、南町条丁目、志文本町、
志文町（南が丘町内会を除く）、ふじ町、
金子町の南 11 号から南 16 号の南 4線沿い

２２日蚊

栗沢町北本町、東本町、南本町、本町、
北幸穂、南幸穂、西幸穂、幸穂町　２３日俄

７条（南側）～９条の東１丁目～東９丁目、
８条西１丁目、９条西１・２丁目、
１０条～１３条の西１丁目～西５丁目

２５日我

峰延町、大願町、岡山町の農村地区２８日臥
栗沢町砺波、栗部、耕成、北斗、越前３０日華

１条～３条の東１丁目～東１２丁目、
４条・５条の東１丁目～東１１丁目、
６条・７条（北側）の東１丁目～東９丁目

５月２日我

北条丁目（西２～１２丁目まで）、北本町、
桜木、元町、緑町、有明町、稔町７１番地、
西川町、東町、東町１条１丁目、
東町２条１丁目～６丁目

６日蚊

栗沢町自協、必成７日俄

東町１条５丁目～８丁目、栄町
東町２条７・８丁目、岡山町の住宅街９日我

北村大願、赤川、中小屋１２日臥

幌向南条丁目、幌向北条丁目、幌向町１３日蚊

収　　集　　地　　区収集月日

栗沢町由良ひばりケ丘、雇用促進住宅、
最上北栄、最上弥生ケ丘、最上１・２５月１４日俄

北条丁目（西１３丁目～西２０丁目）、若松町　１６日我

御茶の水町、下志文町、中幌向町１９日臥

栗沢町茂世丑、上幌、宮村、岐阜、小西、
由良、加茂川、栗丘２１日俄

日の出北、日の出南１丁目～３丁目、
日の出台、日の出親交会、すずかけ町会２３日我

北村豊正、豊里東、豊里西、北都２６日臥

１０条東１丁目～東７丁目、鳩が丘、
１１条・１２条の東１丁目、駒園、春日町、
緑が丘、並木町、若駒、東山丁目、
東山町、日の出南４丁目、かえで町、
日の出千草団地、ウッディヒル日の出

２７日蚊

栗沢町万字、美流渡吉野町、美流渡栄町、
美流渡本町、美流渡西町、上美流渡２８日俄

１条～７条の西１丁目～西 10 丁目、
８条西２丁目～西１０丁目、
９条西３丁目～西１０丁目

３０日我

金子町の農村地区、双葉町６月２日臥

１条～１０条の西１１丁目～西２３丁目、
大和条丁目、上志文町、
志文町南が丘町内会、朝日町、
奈良町、毛陽町、宝水町、清水町

３日蚊

栗沢町美流渡錦町、美流渡末広町、
美流渡東栄町４日俄

上幌向南条丁目、上幌向北条丁目、
上幌向町６日我

北村美唄達布、幌達布、砂浜９日臥

（決められた日の午前８時30分までに出しましょう）

左　　側
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　市は、対象となる方に無料券を交付し、し尿くみ取り料金の減免を行っています。

対 象 者　毅生活保護世帯
　　　　　毅市民税非課税世帯
　　　　　毅生計の中心が母子、老人、重度身体障がい者で市民税が均等割のみの世帯
申請場所　市廃棄物対策課、北村支所（北村赤川５９３）、栗沢支所（栗沢町東本町２１）、有明交流プラザ

サービスセンター（有明町南１）、幌向サービスセンター（幌向南１－１）、朝日サービスセン
ター（朝日町１７６）、美流渡サービスセンター（栗沢町美流渡栄町９３）、奈良町連絡所（奈良町
５）、万字連絡所（栗沢町万字英町１）

申請に必要な物　印鑑
※減免の審査をするため、申請の際に、本人から個人情報閲覧の同意をいただきます。

問合先　市廃棄物対策課

皐皐 し尿くみ取り料金の減免制度のお知らせ 皐皐

犬を飼っている方は忘れずに！

犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののの登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録とととととととととと狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬病病病病病病病病病病予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防注注注注注注注注注注犬の登録と狂犬病予防注射射射射射射射射射射射

休 診 日電　話所　在　地動 物 病 院 名

水曜２５局０２６０５東１８安 藤 動 物 病 院

木曜と祝日２２局３５５７美園６－６岩見沢インター動物病院

日曜２２局７１７１１西１岩見沢動物医療センター

水曜２２局５５２８東山町 41さ と う 動 物 病 院

日曜と祝日２５局５８３８日の出町 149日の出どうぶつ病院

水曜、第１・３木曜２０局１５１２大和４－８ イオン岩見沢店内平岸ペットクリニック岩見沢院

月曜と祝日２５局１１０３８西１８真 山 動 物 病 院

電話予約制３２局３８３８７東１ざわざわ森ペットクリニック

４５局２６２２栗沢町小西４８８稗 田 獣 医 師

診察の時間帯は、各動物病院にお問い合わせください

纂対象となる犬

　生後９１日以上のすべての犬

纂料金（１頭につき）

　葛注射料金３,０４０円
（接種手数料２,４９０円、接種済票交付手数料５５０円）

　葛新規登録料金３,０００円

纂持ち物

　通知書（裏面が問診票になっ
ていますので、記入の上、持
参してください）

室内犬も含みます

予防注射は６月３０予防注射は６月３０日日までに必ず受けてくださいまでに必ず受けてください。。

犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののののののの登登登登登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録録録録録とととととととととととととと狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬病病病病病病病病病病病病病病予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防犬の登録と狂犬病予防注注注注注注注注注注注注注注注

射射射射射射射射射射射射射射はははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼いいいいいいいいいいいいいい主主主主主主主主主主主主主主のののののののののののののの義義義義義義義義義義義義義義務務務務務務務務務務務務務務でででででででででででででですすすすすすすすすすすすすす射は、飼い主の義務です！！！！！！！！！！！！！！！

問合先　市環境保全課

近くに動物病院がない場合は、集合注射会場をご利用ください近くに動物病院がない場合は、集合注射会場をご利用ください。。

日　程地　区

５月１８日画～２４日牙北村地区

４月１６日俄～１９日牙栗沢町地区

５月 ６日蚊～１６日我上記の２地区以外

※注射の際は犬を押さえてもらいますので、犬の扱いに
慣れた方が会場に連れてきてください。なお、予防注
射は雨天でも行います。

登録済の方には予防注射通知書を送付しますので、集合注射会場と日程は同封の案内書で確認してく

ださい。新たに犬を飼った方や、通知書が届かない方はお問い合わせください。

くみ取り
の予約は
お早めに

ひ　え　　　　だ



火～金曜日葛午前１０時～午後７時
土・日曜日葛午前１０時～午後５時３０分

市立図書館
（春日町２）緯２２局４２３６

火～土曜日葛午前１１時３０分～午後５時
第一小学校図書館
（緑町３）緯２２局０４０１

火～金曜日葛午前１０時～午後６時
土・日曜日葛午前１０時～午後５時３０分

北村学習交流館
（北村赤川５９３）緯５６局２５５３

来夢２１図書館
（栗沢町南本町４１）緯４５局２１０５

４

一般向け

○市立図書館　４月２８日臥　午後２時

　　　　　　　　嵐が丘

○来夢２１図書館　４月８日蚊　午後１時

　　　　　　　　名犬ラッシー～家路～

子ども向け

○市立図書館　４月１４日臥　午後２時

　　　　　　　　トムとジェリー　恋ははかなく

○来夢２１図書館　４月２８日臥　午前１０時３０分

　　　　　　　　こびと観察入門　ハナガシラ編

図書館シアター

お知らせ確認や本の検索・予約

ができます。

図書館ホームページの携帯サイトを
ご利用ください！！

http://lib.city.iwamizawa.hokkaido.jp/m/

アクセスは覚

27 平成24年4月

○市立図書館　古典すらすら

○学習交流館　ペットと暮らせば

○来夢２１図書館　きょうも美しく

図書のミニ展示

絵本や紙芝居を親子で楽しみませんか
○市立図書館　４月２１日臥　午前１０時３０分
○学習交流館　４月３日峨　午前１０時３０分
　　　　　　　　　　１７日峨　午前１０時３０分
○来夢２１図書館　４月１２日牙　午後３時
　　　　　　　　　　２６日牙　午後３時

本をまるごと楽しもう

４月はお休みです

　次回は５月１２日臥に行います

子ども読書会 市立図書館

４月２０日画　午後１時３０分

　いわさきちひろの生き方

子どもの本を聴く会 市立図書館

■は休館日です。
第一小学校図書館は日曜日も休館します。

７６５４３２１

１４１３１２１１１０９８

２１２０１９１８１７１６１５

２８２７２６２５２４２３２２

３０２９

一般書／泣いてばかりいられない
　　　　混合型血管奇形の患者と家族の手混合型血管奇形の患者と家族の手記記（みらい）（みらい）
　　　　混合型血管奇形の難病指定を求める会混合型血管奇形の難病指定を求める会 //編編
　一人でも多くの人に、病気のことを知ってほしい。そ

して、国を動かす力になってほしい。患者さんと家族の

そうした思いをこめ、この本は作られました。刊行後も

この本を読んでもらうため、病気と闘いながら日々活動

を続けています。手記をとおして、障がいや病気に苦し

む人々の気持ち、そして彼らをとりまく環境の実態を

知ってください。

　あいちゃんは、自分の「ええところ」がわからない。友

達のともちゃんに聞いてみると、長いこと考え込んで、

あしたまでに考えてくる、と言いました。あいちゃん

は、わたしにええところなんてないんや、と落ち込んで

しまうのですが・・・。自分の大切な人のいいところ、

あなたは言えますか？

児童書／ええところ（学研）
　　　　くすのき　しげのり / 作
　　　　ふるしょう　ようこ / 絵

ブックカフェを開きませんか？

　図書館スタッフが本を用意して、皆さん

が住んでいる地域に伺う、１日図書館で

す。希望に応じて、本の読み聞かせや紹介

を行います。ジャンルやテーマもご相談

に応じます。

　食事会や親子ひろばなどと一緒にいか

がですか。

問合先　市立図書館



平成２４年２月２８日現在

●住民基本台帳　　人　口　総数８９,３０５人（前月比  －５６）

　　　　　　　　　　　　　　男４１,８８８人（前月比  －２６）

　　　　　　　　　　　　　女４７,４１７人（前月比　－３０）

　　　　　　　　世帯数　　４２,４２１世帯（前月比 －１３）

岩見沢市役所

救急当番医ガイド　　０１２６-２３-５１５３
消防テレホンガイド　０１２６-２４-０１１９

０６８-８６８６ 北海道岩見沢市鳩が丘１丁目１番１号
　　　 ０１２６-２３-４１１１　０１２６-２３-９９７７

ホームページ  http://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp

この広報紙は道産間伐材配合紙を使用しています。
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ダ
モ
の
木
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
東
川
向
の
ど
こ
そ
こ
の
家
は

裏
の
幾
春
別
川
の
川
辺
に
赤
ダ
モ
の
木
が

２
本
あ
る
と
か
、
三
笠
山
村
の
 市
来
知
 の

い

ち

き

し

り

誰
々
の
家
は
第
１
防
風
林
を
す
ぎ
て
右
手

の
道
路
２
本
目
を
入
っ
た
と
こ
ろ
と
か
、
そ

の
当
時
は
古
木
や
森
が
道
標
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
。

　
現
在
の
岡
山
橋
、
と
い
っ
て
も
旧
の
太
鼓

橋
は
昭
和
９
年
頃
よ
り
鉄
骨
の
橋
と
な
る

た
め
基
礎
工
事
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
岡
山
橋
の
ふ
も
と
岡
山
側
に
、
開
拓

の
名
残
り
を
止
め
る
大
き
な
赤
ダ
モ
の
木

が
１
本
残
さ
れ
て
い
て
、
樹
齢
数
　
年
と
い

１００

う
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
 達
 こ
ど
も

た
ち

が
５
、
６
人
寄
っ
て
手
を
伸
ば
し
抱
え
て
も

余
る
根
回
り
が
あ
っ
て
、
高
さ
は
　
メ
ー
ト

４０

ル
以
上
で
な
か
っ
た
か
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
と
に
か
く
当
時
高
い
も
の
を
は
か
る
物

尺
の
か
わ
り
に
、
岡
山
橋
の
赤
ダ
モ
の
木
よ

り
高
い
か
と
い
う
こ
と
が
合
言
葉
の
１
つ

で
あ
り
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
近
隣
は
も
と

よ
り
遠
く
の
人
達
に
も
知
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

　
昭
和
　
年
の
晩
夏
、
こ
の
赤
ダ
モ
の
木
の

１０

下
に
３
人
の
士
族
移
住
者
が
集
ま
っ
た
。

　
士
族
移
住
者
の
森
下
勝
蔵
（
当
時
　
歳
）

６９

１
人
は
移
住
者
２
世
の
岩
田
喜
久
馬
（
当
時

　
歳
）
あ
と
の
１
人
は
同
じ
く
２
世
の
松
本

６３静
男
（
当
時
　
歳
）日
露
戦
争
の
勇
士
の
３

５４

人
で
、
い
ず
れ
も
明
治
　
年
士
族
移
住
に
よ

１８

り
鳥
取
県
よ
り
入
植
し
た
１
世
と
２
世
で
、

鳥
取
県
の
旧
は
ん
士
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
３
人
の
開
拓
者
に
託
さ
れ
た
使
命

は
、
岡
山
橋
が
永
久
橋
に
架
け
替
ら
れ
る
に

当
た
っ
て
、
国
道
の
幅
員
を
広
げ
る
た
め
に

は
由
緒
あ
る
赤
ダ
モ
の
木
を
伐
さ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
、
大
木
を
伐
木
で
き
る
経

験
者
と
し
て
特
に
赤
ダ
モ
の
木
に
隣
り
す

る
関
係
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

当
時
の
若
い
人
 達
 は
大
き
な
木
を
伐
す
術

た
ち

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
３
人
の
開
拓

者
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
理
由
の
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　
こ
の
３
人
の
開
拓
者
は
明
治
　
年
に
移

１８

住
し
た
折
、
官
給
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た

大
 鋸
 、
大
マ
サ
カ
リ
を
持
ち
出
し
て
い
た
。

の
こ

わ
け
て
も
 几
帳
面
 な
岩
田
喜
久
馬
は
数
日

き
ち
ょ
う
め
ん

前
か
ら
３
人
の
大
 鋸
 の
目
立
を
し
大
マ
サ

の
こ

カ
リ
を
と
ぎ
す
ま
せ
て
い
た
。
大
 鋸
 と
大

の
こ

マ
サ
カ
リ
の
柄
は
幾
十
年
も
使
っ
て
い
な

か
っ
た
故
で
も
あ
ろ
う
、
つ
や
を
す
っ
か
り

失
っ
て
い
た
。

　
と
ぎ
す
ま
し
た
大
マ
サ
カ
リ
の
 刃
 が
暑

は

い
陽
射
し
に
に
ぶ
い
光
を
放
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
続
く
》

　
　
第
　
回
は
「
昔
の
こ
と
開
拓
最
後
の
 斧
 

お
の

２６

　
　
②
」
を
紹
介
し
ま
す
。

昔
の
こ
と

開
拓
最
後
の
 斧
  ①

お
の

28平成24年4月   　　　　　　　



日常生活に関する相談は

救急急病

当 番 医

救急急病

当 番 医

土　曜　日　午後１時～６時　　

日曜・祝日　午前９時～午後６時

診療
時間

当番医は、変更になる場合があります。テレホンサービス

２３局５１５３（土・日曜日、祝日のみ対応）で確認を。

　　　内科系：海老原内科小児科医院（日の出台１）緯２３局３０００
　　　外科系：岩見沢北翔会病院（１０西２１）緯３２局２１８８２１

　　　内科系：松藤医院（２西４）緯２２局３２５１
　　　外科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０
　　　小児科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０

１
　　　内科系：北海道中央労災病院（４東１６）緯２２局１３００
　　　外科系：北海道中央労災病院（４東１６）緯２２局１３００
　　　小児科系：岩見沢こども・産科婦人科クリニック（３西１０）緯３２局０７０７

２２２

北村　 脳イキイキ度チェック【裏面】２３岩保　 脳イキイキ度チェック【裏面】３

岩保　 脳イキイキ度チェック【裏面】２４岩保　 母親学級【裏面】
子育　 おしゃべりルーム とことこ【裏面】４

岩保　３歳児健康診査（平成２１年３月生まれ）
[ ５月３０日我（平成２１年４月生まれ）]２５岩保　８・９か月児健康診査（平成２３年７月生まれ）

[ ５月１０日牙（平成２３年８月生まれ）]５

栗保　 脳イキイキ度チェック【裏面】２６６
子育　 おしゃべりルーム ばぶばぶ【裏面】
子育　 小児科医による子育て相談【裏面】２７　　　内科系：つきだて消化器内科（７東６）緯２５局５５０５

　　　外科系：岩見沢北翔会病院（１０西２１）緯３２局２１８８７
　　　内科系：岩見沢北翔会病院（１０西２１）緯３２局２１８８
　　　外科系：岩見沢北翔会病院（１０西２１）緯３２局２１８８２８

　　　内科系：北５条医院（北４西１０）緯２２局２３７７
　　　外科系：北海道中央労災病院（４東１６）緯２２局１３００
　　　小児科系：さとうキッズクリニック（大和１－９）緯２０局０３１０

８
　　　内科系：牧病院（３西５）緯２２局００４３
　　　外科系：倉増整形外科（２西７）緯２２局０２８８
　　　小児科系：出口小児科医院（７西５）緯２２局３５７０
　　　歯　科：舘山歯科医院（志文町３５２）緯２３局８０４９

２９９

岩保　 脳イキイキ度チェック【裏面】１０ 　　　内科系：とくち内科医院（３西６）緯２３局１５１５
　　　外科系：かまだクリニック（３西４）緯２４局８９１０
　　　歯　科：竹内歯科クリニック（美園５－３）緯２４局１１３０

３０
岩保　 母親学級【裏面】
岩市　 股関節脱臼検査【裏面】１１

５/１
岩保　１歳６か月児健康診査（平成２２年９月生まれ）
[ ５月１７日牙（平成２２年１０月生まれ）]１２

子育　 おしゃべりルーム とことこ【裏面】５/２
子育　 おしゃべりルーム ばぶばぶ【裏面】１３ 　　　内科系：竹内医院（６西２）緯２２局０１３４

　　　外科系：岩見沢北翔会病院（１０西２１）緯３２局２１８８
　　　歯　科：青山歯科医院（２西４）緯２２局０４７４

５/３
　　　内科系：小玉内科医院（２東１）緯２２局０４７３
　　　外科系：岩見沢北翔会病院（１０西２１）緯３２局２１８８１４ 　　　内科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０

　　　外科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０
　　　小児科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０
　　　歯　科：川野歯科医院（８西１９）緯２４局８３８３


５/４　　　内科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０

　　　外科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０
　　　小児科系：岩見沢市立総合病院（９西７）緯２２局１６５０

１５
　　　内科系：石川内科循環器クリニック（４西７）緯３３局５００５
　　　外科系：北海道中央労災病院（４東１６）緯２２局１３００
　　　歯　科：九津見歯科医院（４西６）緯２２局１６２５

５/５
１６

　　　内科系：石塚医院（５東１１）緯２２局１７１８
　　　外科系：岩見沢脳神経外科（８西１９）緯２０局１００１
　　　小児科系：あくつこどもクリニック（１０西４）緯３３局８０００

５/６
岩保　 脳イキイキ度チェック【裏面】１７


５/７

岩保　 母親学級【裏面】
岩保　 ＢＣＧ予防接種【裏面】
子育　 おしゃべりルーム とことこ【裏面】

１８
葛渇葛すこやかカレンダーの記号滑活滑

【岩保】岩見沢保健センター（１０西３）　【岩市】岩見沢市民健康センター（８西７）
【栗保】栗沢保健センター（栗沢町南本町３０）　【北村】北村支所（北村赤川５９３）
【子育】子育て支援センター（４西３　であえーる岩見沢内）

岩保　４・５か月児健康診査（平成２３年１１月生まれ）
[ ５月２４日牙（平成２３年１２月生まれ）]１９

２０

平成24年4月
健康・子育てに関する相談は、裏面のすこやかガイドをご覧ください。

当
 番
 医

当
番
医

当
番
医

当
番
医

当
番
医

当
番
医

当
番
医

弁護士による法律相談
事前に電話で予約が必要です。各相談日

の1週間前から前日までの午前９時～午

後５時３０分に市民サービス課へ。

煙４月６日画・２０日画、５月１１日画
　本庁市民相談室（定員は、１日１０人）

家庭生活相談
夫婦生活や子育て、人間関係の悩みや

生き方について

煙４月２５日我　午前１０時～午後３時
　本庁市民相談室

社会保険労務士による労働相談
賃金、労働時間、解雇、労災補償について

煙４月２６日牙　午後１時～３時
　本庁市民相談室

家事相談
離婚、相続など家庭内の問題について

煙４月１０日峨　午前１０時～午後３時
　本庁市民相談室
煙４月２４日峨　午前１０時～午後３時
　であえーる岩見沢駐車場ビル２階（３
西４）

行政相談委員による行政相談
国の行政に対しての苦情・意見について

煙４月２日俄・１６日俄　午後１時～３時
　本庁市民相談室
煙４月１０日峨　午後１時～３時
　栗沢市民センター（栗沢町北本町１６８）
煙４月２６日牙　午後１時～３時
　北村支所（北村赤川５９３）

消費生活専門相談
煙土・日曜日、祝日を除く毎日
　午前９時～午後５時
消費者センター（３西４　であえーる
岩見沢駐車場ビル２階）緯２３局７９８７

人権困りごと相談
嫌がらせ、不当な扱い等人権について

煙４月１２日牙　午後１時～４時
　本庁市民相談室

市税、水道料金・下水道使用料の納付相談
市税務課と水道部業務課で行います

煙４月２６日牙　午後５時３０分～８時
煙４月２９日蚊　午前９時～正午
※水道料金・下水道使用料のみ、毎週木曜
日の午後５時３０分～７時にも行います。

税理士による税の相談
所得税、相続税など主に国税について

煙４月１８日我　午後１時～３時
　本庁市民相談室

中高年齢者の職業相談
煙土・日曜日、祝日を除く毎日
　午前１０時～午後５時
　シルバー人材センター（５西３）
　緯２４局４２５５　

緑化相談員による花と木と緑の
相談

煙月・金曜日を除く毎日
　午前９時～午後５時
　室内公園色彩館（いわみざわ公園内）
　緯２５局６１１１

[ 　] 内は、次回開催日

当
番
医

当
番
医

当
番
医

当
番
医

相談はすべて無料です。市職員による相談も毎日行っています。本庁市民サービス課（２３局４１１１）、各支所（北村５６局２００１、栗沢４５局２４１１）までお問い合わせください。

午後６時～午前０時（土・日曜日、祝日を問わず）診療時間
内科・小児科（その他の科目はご相談ください）診療科目

１０西３
緯２５局３０００

夜間、急に具合が悪くなった夜間、急に具合が悪くなったらら 夜間急病センタ夜間急病センターー

当
 番
 医

当
番
医

当
番
医

ゴールデンウイークと年末年始の期間は、歯科の当番
医を設けています。４月２９日～５月５日の診察時間は、
午前９時～午後５時です。



（ １０ 西 ３ ）岩 見 沢 保 健 セ ン タ ー

２５局５５４０（北村赤川３５６２）高齢者福祉センター「えみる」

（栗沢町南本町３０）栗 沢 保 健 セ ン タ ー

２２局３３３７子育て支援センター（４西３ であえーる岩見沢内）

平成24年4月
法律・家庭・税などの生活に関する相談は、裏面をご覧ください。

※４００の血液が不足していますので、４００の献血にご協力をお願いします。

[ 　] 内は、次回開催日

日　程　【会場　岩見沢保健センター】　４月３日峨・１０日峨・１７日峨・２４日峨
　　　　【会場　北村支所】　４月２３日俄　【会場　栗沢保健センター】　４月２６日牙
対　象　「物忘れが気になる」「今まで好きだったことに興味や関心がなくなった」など

を、最近感じるようになった方
内　容　神経・心理機能テスト、生活の指導　　
申込・問合先　実施日の２週間前までに電話で岩見沢保健センターへ

北海道教育大学岩見沢校（緑が丘２）１０：００～１３：３０
４月１７日

東日本高速道路岩見沢管理事務所（駒園８）１５：００～１６：００

NHK岩見沢支局（２東１）９：３０～１１：３０
５月７日

北海道中央労災病院（４東１６）１３：００～１６：００

大和タウンプラザ（大和１－９）
１０：００～１１：３０

　　１１日
１３：００～１６：００

　市は、子宮 頸 がんの主要原因である発がん性ヒトパピローマウイルスの感染、
けい

インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）や肺炎球菌による細菌性髄膜炎などの重症感染
症を予防するため、昨年度に引き続き、平成２５年３月３１日まで子宮 頸 がん予防

けい

ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用を全額助成しま
す。なお、この予防接種は、任意接種なので、保護者の判断または本人と相談
のうえ接種してください。

葛平成２４年度対象者（いずれも岩見沢市に住民登録のある方）

【子宮 頸 がんワクチン】
けい

平成８年４月２日～平成１２年４月１日生まれの女性（中学１年～高校１年生
相当）。ただし、高校２年生相当の方で、昨年度中に１・２回目の接種を受
けた方も対象です

※新規該当者には、３月下旬に予診票と接種できる医療機関などの案内を送付
しています。届いていない場合はお問い合わせください。

【ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン】
接種当日に生後２か月～４歳の子ども（５歳の誕生日の前日まで）

※新規該当者には、BCG予防接種の案内と一緒にお知らせします。
問合先　岩見沢保健センター

献血にご協力献血にご協力をを

子宮がん・乳がん検子宮がん・乳がん検診診

日　程　毎週火曜日（要事前申込）　検診当日の受付時間　午後０時４５分～１時
※乳がん検診のマンモグラフィー撮影は、検診の前の週の金曜日、午後３時からと午
後４時から（検診申込時に予約）、市立総合病院（９西７）で行います。
対　象　子宮がん　２０歳以上の女性　乳がん　３０歳以上の女性
負担金　申込時にお知らせします
申込・問合先　受診を希望する日の３週間前までに岩見沢保健センターへ

脳イキイキ度チェッ脳イキイキ度チェックク

健康に関する相健康に関する相談談

保健師による健康相談

煙土・日曜日、祝日を除く毎日　午前９時～午後５時３０分
　岩見沢保健センター、北村支所（北村赤川５９３）
煙４月２６日牙 午前９時３０分～１１時３０分　栗沢保健センター　

栄養士による栄養相談

糖尿病、高血圧、脂質異常症、肥満、肝臓病の食事や離乳食等について

煙土・日曜日、祝日を除く毎日　午前９時～午後４時３０分　岩見沢保健センター
　事前に電話で申し込んでください

精神科医による心の健康相談

煙４月１９日牙　午後１時～３時　岩見沢保健所（８西５）緯２０局０１２１
　相談日の２日前までに電話予約が必要

参加料は無参加料は無料料

相談料は無相談料は無料料

日　時　４月４日我・１１日我・１８日我 [ ６月６日我・１３日我・２０日我 ]
　　　　午後１時～３時（４月１１日は午後０時４０分から）
対　象　平成２４年９・１０月に出産予定の方 [ 平成２４年１１・１２月に出産予定の方 ]
会　場　岩見沢保健センター

母親学母親学級級

胸小児科医による子育て相談
猿４月２７日画　午後１時～２時 [ 次回は５月２５日画 ]

胸子育て相談
猿土・日曜日、祝日を除く毎日　午前９時～午後５時３０分

胸おしゃべりルーム
猿とことこ（毎月第１・第３水曜日）
　９か月～１歳２か月の第一子目の親子
　４月４日我・１８日我　午前１０時～１１時３０分
　[ 次回は５月２日我・１６日我 ]
猿ばぶばぶ（毎月第２・第４金曜日）
　妊娠中～生後８か月の第一子目の親子
　４月１３日画・２７日画　午後１時～２時３０分
　[ 次回は５月１１日画・２５日画 ]
会場はいずれも子育て支援センター

子育て・子どもに関する相談な子育て・子どもに関する相談などど 相談・利用は無相談・利用は無料料

興子どもの悩みごと相談興
土・日曜日、祝日を除く毎日
午前９時～午後４時３０分（児童
館は午前１０時３０分～午後５時）
市青少年センター（緯３３局３３３３）
教育研究所（緯２２局４４１２）
各児童館

指定医療機関名対　　象区　　分

産あくつこどもクリニック
　（１０西４）緯３３局８０００

産岩見沢こども・産科婦人科クリ
ニック（３西１０）緯３２局０７０７

産さとうキッズクリニック
　（大和１－９）緯２０局０３１０

産岩見沢市立総合病院（小児科）
　（９西７）緯２２局１６５０

産出口小児科医院（７西５）
　緯２２局３５７０

生後３か月～９０か月未満児

初回接種…３～８週間隔で
　　　　　３回接種

追加接種…初回接種完了後、
　　　　　１２～１８か月の間
　　　　　に１回接種

百日せき、ジフ
テリア、破傷風
三種混合ワクチン

１期…生後１２か月～２４か月
未満児

２期…就学前１年間にある子

麻しん、風しん
混合ワクチン
麻しんワクチン
風しんワクチン

２期の対象者には、４月末に案内書を送付し
ます。案内書が届かない場合は、岩見沢保健
センターへご連絡ください。

会　　場
日　　程
受付時間

対　　象区　　分

岩見沢
保健センター

４月１８日我
[ ５月１６日我 ]
１０：００～１１：２０

生後３か月～６か月未満児BCG予防接種

産各指定医療機関によって、接種日時が異なりますので、必ず確認してください。
産他市町村で予防接種を受ける場合は、依頼書が必要ですので、必ず岩見沢保健セ
ンターへ連絡してください。

各種予防接各種予防接種種 接種料は無接種料は無料料 胸乳幼児健康診査
日　時　日程は裏面のすこやかカレンダーをご覧ください。受付時間は個別にご案

内します
会　場　岩見沢保健センター　　負担金　無料
対　象　裏面のすこやかカレンダーをご覧ください
※１歳６か月健診の時に歯ブラシを持参してください。なお健診終了後、希望者に
フッ素塗布を行います。（負担金８００円）

胸股関節脱臼検査
日　程　４月１１日我 [ ５月９日我 ]　受付時間　午後１時３０分～２時
会　場　市民健康センター（８西７）　負担金　８００円
対　象　平成２３年１２月生まれのお子さん [ 平成２４年１月生まれのお子さん ]

各種検診・検査な各種検診・検査などど

春期小児マヒ予防接種の日程などを今月号の１２ページに掲載して

います。

胃がんを予防しよう！
　胃がんは、長い間日本人の一番の死因でした。最近は食生活の変化や胃がん
検診、内視鏡検査の普及により、発生率や死亡率は減少傾向にありますが、依然
として多いことに変わりありません。
　胃がんを予防するために、次のようなことに気をつけて、胃に負担をかけな
いようにしましょう。
煙塩分の多い食品は控える
煙食べ過ぎや熱すぎる食べ物は控える
煙魚や肉の焼け焦げは食べ過ぎないようにする
煙発がんを抑制する食べ物（緑黄色野菜、牛乳、果物等）を積極的にとる
煙アルコールや香辛料のとりすぎに注意する
煙たばこを吸わない
　胃がんは、早期発見できれば９０％以上は治ると言われています。自覚症状の
ない早期に発見するためには定期健診の受診が欠かせません。１年に１度は検
診を受けましょう。

子宮 頸 がん等ワクチンの
けい

接種費用を助成します

参加料は無参加料は無料料




